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資料請求受付：�：��～��：�� 後日渡し複写受付：��：��～��：��

'�? 日曜日､ 第１・第３以外の土曜日､ 国民の祝日・休日､ 年末年

始､ 第１・第３開館土曜日の直後の月曜日 (休日にあたるとき

はその翌日)､ 資料整理休館日 (１･４･７･��月の第３土曜日の

直前の水曜日)
音楽・映像資料室は､ 休館日以外に第１土曜日が休室となります｡ このほか登録制

の一般研究室があり､ ��：��まで利用できます (土曜日は��：��まで)｡ 視覚に障害

がある方のご利用については､ 利用者サービス企画課にお問い合わせください｡

関 西 館 〒��������京都府相楽郡精華町精華台�����
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□

Green, Samuel Swett.
　　Public Libraries of Worcester.
[ Philadelphia, 1889 ]  21p.



Green, Samuel Swett. Public Libraries of Worcester.
[Philadelphia, 1889] 21p.

この小冊子は､ そのタイトルどおりマサチューセッツ州のウースターにおける

各種図書館､ 図書館協会の沿革と現状について記している｡ ここで取り上げる理

由は､ 表紙上部にある著者のサインと寄贈日 (明治22年５月28日) による｡

著者は､ ウースター公共図書館 (Worcester Free Public Library) のグリー

ン (Green, Samuel Swett 1837-1918) である｡ 彼は同館で1871年から1909年

まで司書を務めていた｡ 彼は､ 1876年の米国図書館大会において ｢図書館員と利

用者の個人的関係｣ ( 'Personal relations between librarians and readers'

American Library Journal vol.1に収録) を発表し､ 図書館業務における人的

援助の必要性を主張し､ 図書館の利用者で必要とする資料を見出せない人々に対

しての援助を組織的に行うことにより､ 社会的に図書館の有用性を認識させ､ よ

り多くの財政支援を得られるようになるであろうと､ 参考 (レファレンス) 業務

の必要性を最初期に説いたアメリカ図書館史上有名な人物である｡

この小冊子の寄贈については､ 当時､ 東京図書館 (帝国図書館の前身) 勤務で

あった田中稲城 (1856-1925 帰国後東京図書館長､ 帝国図書館長) の欧米出張

が関与していると考えられる｡ 田中は ｢図書館ニ関スル学術修行｣ として海外留

学を命じられ､ 明治21 (1888) 年から足かけ３年間､ ハーバード大学図書館をは

じめアメリカの議会図書館､ ボストンやエジンバラ等の欧米各国の図書館を訪問

している｡ その一環として明治21年11月23日にウースター公共図書館を訪問し､

グリーンに面会している｡ 田中は､ 同館の盛況さと同館の活動が学校と連携して

いること等を､ ｢田中稲城氏の報告｣ 『出版月評』 第17号 (明治22年２月) に記し

ている｡ また後年､ グリーンは田中について ｢彼の理解力と勤勉さに打たれた｣

と好意的に回想している (The public library movement in the United States,

1853-1893 : from 1876, reminiscences of the writer. Boston, Boston Book

Co., 1913〈当館請求記号 027.473－G798p〉)｡ この訪問がきっかけとなり､ 今

回紹介する小冊子がサイン入りで東京図書館へ寄贈されたのであろう｡ また､ こ

の小冊子以外にも､ 田中稲城の欧米留学の時期以降､ ウースター公共図書館年報

をはじめ欧米各国の図書館から年報や目録等図書館に関する資料が東京図書館へ

寄贈されている｡ これらは田中の留学の成果であり､ 東京図書館､ 帝国図書館の

図書館学関係洋書の中核になった｡ その中でも､ この小冊子は初期の日本の図書

館界と米国図書館界のかかわりを示す好資料である｡

大きさ 縦28.6×横20.0cm｡

〈当館請求記号 93－588〉 (鈴
すず

木
き

宏
ひろ

宗
むね

)



◇
は
じ
め
に
◇

平
成
一
五
年
一
二

月
一
日
、
東
京
国
立

博
物
館
平
成
館
大
講

堂
に
お
い
て
国
立
国

会
図
書
館
国
際
子
ど

も
図
書
館
と
日
本
国

際
児
童
図
書
評
議
会

(

Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ)

の
共

催
で
国
際
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

｢

国
際
ア
ン
デ

ル
セ
ン
賞
の
軌
跡｣

を
開
催
し
た
。
こ
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
、
国
際
子
ど
も
図

書
館
で
平
成
一
五
年

一
一
月
一
五
日
か
ら

平
成
一
六
年
一
月

一
一
日
ま
で
開
催
し
た
展
示
会

｢

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
作
家
・

画
家
展｣

に
関
連
し
た
も
の
で
あ
る
。
朝
か
ら
雨
が
降
り
続
く
悪
天

候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
二
二
〇
名
の
参
加
を
得
た
。

当
日
は
、
皇
后
陛
下
の
ご
臨
席
の
下
、
第
一
部
は
、
リ
ー
ナ
・

マ
イ
セ
ン
氏

(

国
際
児
童
図
書
評
議
会
前
事
務
局
長)

、
ジ
ェ
イ
・

ヒ
ー
ル
氏

(

二
〇
〇
二
年
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
審
査
委
員
長)

、

エ
イ
ダ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏

(

二
〇
〇
二
年
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

賞
作
家
賞
受
賞
者)

の
三
名
に
よ
る
講
演
、
第
二
部
で
は
、
島
多
代

氏

(

国
際
児
童
図
書
評
議
会
前
会
長)

を
モ
デ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
第
一

部
の
講
師
三
名
を
パ
ネ
リ
ス
ト
と
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
た
。
な
お
、
第
一
部
の
開
始
に
先
立
ち
、
主
催
者
を
代
表

し
て
黒
澤
国
立
国
会
図
書
館
長
お
よ
び
亀
田
�
子
Ｊ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
会
長
が

開
会
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
総
合
司
会
は
富
田
国
際
子
ど
も
図
書
館

長
が
務
め
た
。
ま
た
、
皇
后
陛
下
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
終
了
後
、
国

際
子
ど
も
図
書
館
で
の
展
示
を
ご
覧
に
な
っ
た
。

◇
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
と
は
◇

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞(H

a
n

s
C

h
ristia

n
A

n
d
ersen

A
w

a
rd

s)
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は
、
一
九
五
三
年
、
国
際
児
童
図
書
評
議
会

(
In

tern
a
tio

n
a
l

B
o
a
rd

o
n

B
o
o
k

s
fo

r
Y

o
u

n
g

P
eo

p
le

以
下
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ)

に
よ
り
創
設
さ
れ
、
長
期
間
に
わ
た
り
子
ど
も
の
本
に
貢
献
し
て
き

た
現
存
す
る
作
家
お
よ
び
画
家
の
全
業
績
に
対
し
、
二
年
に
一
度
与

え
ら
れ
る
賞
で
あ
る
。
そ
の
選
考
水
準
の
高
さ
か
ら
、｢

小
さ
な
ノ
ー

ベ
ル
賞｣

と
も
い
わ
れ
、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
大
会
に
お
い
て
受
賞
者
に
金
メ

ダ
ル

(

上
図)

と
賞
状
が
贈
ら
れ

る
。
ま
た
こ
の
賞
は
、
デ
ン
マ
ー

ク
の
女
王
マ
ル
グ
レ
ー
テ
Ⅱ
世
の

後
援
を
受
け
て
い
る
。
日
本
で
は
、

画
家
賞
を
一
九
八
〇
年
に
赤
羽
末
吉

氏
、
一
九
八
四
年
に
安
野
光
雅
氏

が
受
賞
し
、
作
家
賞
を
一
九
九
四

年
に
ま
ど
・
み
ち
お
氏
が
受
賞
し

て
い
る
。

◇
第
一
部

講
演
会
◇

(

講
演
要
旨)

マ
イ
セ
ン
氏
は
、
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
の
こ
れ
ま
で
の
受
賞
者

を
紹
介
さ
れ
た
。
ヒ
ー
ル
氏
は
、
同
賞
の
選
考
シ
ス
テ
ム
と
審
査
基

準
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
に
よ
り
、
審
査
委
員
お
よ
び
審
査
委
員

長
の
大
変
な
労
力
と
重
責
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏

は
、
本
を
書
く
き
っ
か
け
お
よ
び
そ
の
過
程
に
つ
い
て
話
さ
れ
た
。

現
在
執
筆
中
の
作
品
に
つ
い
て
も
紹
介
が
あ
っ
た
。

｢

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
受
賞
者
た
ち｣

リ
ー
ナ
・
マ
イ
セ
ン

∧L
een
a

M
a
issen

∨

(

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
前
事
務
局

長)

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
生
ま
れ
。
ヘ
ル
シ

ン
キ
大
学
と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学

で
英
仏
語
学
、
比
較
文
学
を
学
ぶ
。

三
〇
年
余
に
わ
た
り
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
事
務

局
長
を
務
め
た
。

な
ぜ
今
、
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
な
の
か
。
一
九
五
三
年
創
設
さ

れ
た
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
は
、
最
初
は
作
家
賞
の
み
で
あ
っ
た
が
、

一
九
六
六
年
か
ら
作
家
賞
と
画
家
賞
が
並
行
し
て
授
与
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。

私
は
一
九
七
二
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
ま
で
三
〇
年
間
に
わ
た
り
、

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
の
全
審
査
委
員
会
に
出
席
し
て
き
た
。
過
去

五
〇
年
間
の
受
賞
者
の
面
々
を
思
い
起
こ
し
て
み
る
と
、
審
査
員
は

あ
ら
ゆ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
潮
流
を
代
表
す
る
作
家
を
選
出
し
て
い
る
。

特
に
印
象
に
残
っ
た
受
賞
者
を
紹
介
す
る(

以
下
、〈

〉
内
は
受

賞
年
、『

』

内
は
代
表
作)

。
作
家
賞
で
は
、
日
本
で
絶
大
な
人
気
を

誇
る
ト
ー
ベ
・
ヤ
ン
ソ
ン
〈
一
九
六
六
年
、『

ム
ー
ミ
ン
シ
リ
ー
ズ』

〉

や
パ
ト
リ
シ
ア
・
ラ
イ
ト
ソ
ン
〈
一
九
八
六
年
、『

氷
の
覇
者』

〉
は
、

自
身
の
空
想
の
世
界
を
作
り
上
げ
た
。
ヤ
ン
ソ
ン
の
著
書
に
描
か
れ

517号／2004④国立国会図書館月報 ― 2―



て
い
る
自
然
の
力
は
北
欧
の
も
の
で
あ
り
、
ラ
イ
ト
ソ
ン
の
著
書
は

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
先
住
民
ア
ボ
リ
ジ
ニ
の
神
話
に
基
づ
い
て
い
る
。

ヴ
ァ
ー
ジ
ニ
ア
・
ハ
ミ
ル
ト
ン
〈
一
九
九
二
年
、『

女
た
ち
の
物

語』

〉
の
著
書
は
ア
フ
リ
カ
系
ア
メ
リ
カ
人
の
起
源
を
紹
介
し
て
い

て
、
リ
ギ
ア
・
ボ
シ
ュ
ン
ガ

(

ヌ
ー
ネ
ス)

〈
一
九
八
二
年
、『

教
母

の
家』

〉
や
ア
ナ
・
マ
リ
ア
・
マ
シ
ャ
ー
ド
〈
二
〇
〇
〇
年
、『

く
ろ
っ

て
か
わ
い
い』

〉
の
著
書
は
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
文
学
的
、
政
治

的
起
源
に
由
来
す
る
シ
ン
ボ
ル
や
隠
喩
を
起
用
し
、
魅
惑
的
な
リ
ア

リ
ズ
ム
を
特
徴
と
し
て
い
る
マ
リ
ア
・
グ
リ
ー
ペ
〈
一
九
七
四
年
、

『

エ
ル
ヴ
ィ
ス
・
カ
ー
ル
ソ
ン』
〉
の
作
品
の
多
く
は
現
実
と
幻
想
が

入
り
混
じ
っ
た
手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

ア
ス
ト
リ
ッ
ド
・
リ
ン
ド
グ
レ
ン
〈
一
九
五
八
年
、『

長
く
つ
下

の
ピ
ッ
ピ』

〉
は
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
民
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ザ
ー
的
存

在
で
あ
り
、
強
く
愛
さ
れ
尊
敬
さ
れ
て
い
る
人
物
だ
。
彼
女
の
よ
う

に
変
わ
り
ゆ
く
価
値
観
論
争
に
お
い
て
、
公
的
、
政
治
的
役
割
を
果

た
し
た
作
家
は
数
名
い
る
。
た
と
え
ば
、
エ
ー
リ
ヒ
・
ケ
ス
ト
ナ
ー

〈
一
九
六
〇
年
、『

エ
ー
ミ
ー
ル
と
探
偵
た
ち』

〉、
ジ
ャ
ン
ニ
・
ロ

ダ
ー
リ
〈
一
九
七
〇
年
、『

チ
ポ
リ
ー
ノ
の
冒
険』

〉、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー

ネ
・
ネ
ス
ト
リ
ン
ガ
ー
〈
一
九
八
四
年
、『

き
ゅ
う
り
の
王
さ
ま
や
っ

つ
け
ろ』

〉、
ボ
フ
ミ
ル
・
ジ
ー
ハ
〈
一
九
八
〇
年
、『

ア
ダ
ム
と
オ

ト
カ』

〉
な
ど
で
あ
る
。

画
家
賞
の
作
品
を
見
る
と
、
受
賞
者
は
、
あ
ら
ゆ
る
タ
イ
プ
の
画

を
描
い
て
い
る
。
イ
ブ
・
ス
パ
ン
グ
・
オ
ル
セ
ン
〈
一
九
七
二
年
〉

や
ス
ヴ
ェ
ン
・
オ
ッ
ト
ー
〈
一
九
七
八
年
〉
は
、
自
身
の
絵
本
を
制

作
す
る
傍
ら
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童
話
の
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
て
い
る
。

現
代
絵
本
画
家
の
中
で
卓
越
し
、
影
響
力
を
持
っ
て
い
る
モ
ー
リ
ス
・

セ
ン
ダ
ッ
ク
〈
一
九
七
〇
年
〉
も
ま
た
、
絵
本
の
制
作
の
傍
ら

『

グ
リ
ム
童
話』

の
挿
絵
も
描
い
て
い
る
。
ト
ミ
ー
・
ウ
ン
ゲ
ラ
ー

〈
一
九
九
八
年
〉
も

『

ア
ル
プ
ス
の
ハ
イ
ジ』

や
お
と
ぎ
話
の
挿
絵

を
描
い
て
い
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
イ
ン
グ
ペ
ン
〈
一
九
八
六
年
〉
や
イ
ェ

ル
ク
・
ミ
ュ
ラ
ー
〈
一
九
九
四
年
〉、
ク
ェ
ン
テ
ィ
ン
・
ブ
レ
イ
ク

〈
二
〇
〇
二
年
〉
は
作
家
と
の
共
同
の
仕
事
に
お
い
て
も
、
ま
た
単

独
で
も
甲
乙
つ
け
が
た
い
独
創
性
を
持
っ
た
多
才
な
画
家
で
あ
る
。

安
野
光
雅
〈
一
九
八
四
年
〉
や
ク
ヴ
ィ
エ
タ
・
パ
ツ
ォ
ウ
ス
カ
ー

〈
一
九
九
二
年
〉
は
自
身
の
非
常
に
独
創
的
な
ビ
ジ
ュ
ア
ル
世
界
を

確
立
し
た
。
そ
れ
を
パ
ツ
ォ
ウ
ス
カ
ー
は

｢

絵
と
言
葉
に
よ
る
建
築｣

と
表
現
し
て
い
る
。
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
〈
二
〇
〇
〇
年
〉
は

元
来
絵
本
作
家
で
あ
っ
た
が
、
並
行
し
て

『

ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ

ル』

や

『

不
思
議
の
国
の
ア
リ
ス』

の
再
解
釈
を
行
っ
た
。
一
方
、

リ
ス
ベ
ー
ト
・
ツ
ヴ
ェ
ル
ガ
ー
〈
一
九
九
〇
年
〉
は
古
典
的
作
品
の

挿
絵
を
多
く
手
が
け
た
が
、
彼
女
自
身
の
本
を
著
し
た
こ
と
は
な
い
。

伝
統
的
な
民
話
や
昔
話
の
挿
絵
や
そ
れ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
作
品
で

知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
人
形
映
画
で
有
名
に
な
っ
た
イ
ジ
ー
・
ト
ゥ

ル
ン
カ
〈
一
九
六
八
年
〉、
ロ
シ
ア
人
の
タ
チ
ヤ
ー
ナ
・
マ
ー
ヴ
リ

ナ
〈
一
九
七
六
年
〉、
イ
ラ
ン
人
の
フ
ァ
ル
シ
ー
ド
・
メ
ス
ガ
ー
リ

〈
一
九
七
四
年
〉、
日
本
の
赤
羽
末
吉
〈
一
九
八
〇
年
〉、
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
ズ
ビ
グ
ニ
ェ
フ
・
リ
フ
リ
ツ
キ
〈
一
九
八
二
年
〉
な
ど
で
あ
る
。

ほ
か
に
、
ク
ラ
ウ
ス
・
エ
ン
ジ
カ
ー
ト
〈
一
九
九
六
年
〉、
ド
ゥ
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シ
ャ
ン
・
カ
ー
ラ
イ
〈
一
九
八
八
年
〉
も
印
象
に
残
っ
て
い
る
。

受
賞
作
品
を
み
て
も
質
の
高
さ
が
わ
か
る
が
、
選
定
の
た
め
に
も

質
の
高
い
児
童
書
の
リ
ス
ト
が
作
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
リ
ス
ト
の

翻
訳
版
が
多
数
出
版
さ
れ
て
、
世
界
中
の
子
ど
も
た
ち
が
そ
の
本
を

読
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
の
大
き
な
業

績
で
あ
る
。

昨
年
の
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
五
〇
周
年
バ
ー
ゼ
ル
大
会
で
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
朝
日
国

際
児
童
図
書
普
及
賞
を
受
賞
し
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

｢

読
む
権
利
の
た

め
に｣

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
セ
シ
リ
ア
・
ベ
ッ
ト
ー
リ
の
言
葉
を
引
用

し
て
私
の
講
演
を
締
め
括
り
た
い
。

｢

わ
た
し
た
ち
は
食
べ
な
け
れ
ば
考
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
な
が
ら
、
考
え
な
け
れ
ば
将
来
が
な
い
こ
と
も
知
っ
て
い
ま

す
。
誘
惑
に
負
け
そ
う
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
パ
ン
と
本
、
両

方
が
必
要
な
の
で
す
。(

略)｣

｢

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
の
審
査
に
つ
い
て｣

ジ
ェ
イ
・
ヒ
ー
ル
∧J

a
y
H
ea
le

∨
(

二
〇
〇
二
年
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン

賞
審
査
委
員
長)

英
国
生
ま
れ
。
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
卒
業
後
、
教
師
と
な
り
、

三
〇
歳
で
南
ア
フ
リ
カ
に
渡
る
。
そ

の
後
、
子
ど
も
の
本
の
作
家
と
し
て

活
躍
。
二
〇
〇
四
年
の
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
ケ
ー
プ
タ
ウ
ン
大
会
実
行
委
員
長
。

八
年
間
に
わ
た
り
、
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
の
受
賞
作
家
や
画
家

と
と
も
に
仕
事
が
で
き
た
の
は
光
栄
で
あ
っ
た
。
半
分
は
審
査
委
員

と
し
て
、
残
り
の
半
分
は
審
査
委
員
長
を
務
め
た
。
国
際
ア
ン
デ
ル

セ
ン
賞
の
選
考
手
順
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
す
る
。

ま
ず
審
査
委
員
長
に
よ
る
二
部
門
の
審
査
委
員
の
選
定
を
基
準
に

よ
り
行
う
。
選
定
基
準
は
、
次
の
三
点
で
あ
る
。

・

実
際
に
ど
れ
だ
け
子
ど
も
と
子
ど
も
の
本
に
関
わ
っ
て
き
た
か
。

・

多
言
語
に
精
通
し
て
い
る
か
。

・

地
理
的
に
均
衡
が
取
れ
た
世
界
各
国
か
ら
の
選
定
。

次
に
審
査
委
員
の
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
理
事
に
よ
る
承
認
を
待
っ
て
、
審
査

基
準
の
確
認
を
す
る
。
そ
し
て
合
意
さ
れ
た
審
査
基
準
に
基
づ
き
候

補
者
一
人
一
人
を
審
査
す
る
。
九
月
頃
に
本
の
読
み
込
み
が
始
ま
る
。

翌
年
二
月
に
は
、
審
査
委
員
長
が
予
備
投
票
を
呼
び
か
け
、
審
査
委

員
が
各
候
補
を
八
名
ま
で
絞
り
、
集
計
結
果
を
回
覧
す
る
。
続
い
て
、

審
査
委
員
全
員
に
よ
る
会
合
を
開
き
、
候
補
者
を
八
名
に
絞
る
た
め

に
無
記
名
投
票
が
行
わ
れ
る
。
そ
れ
か
ら
協
議
が
重
ね
ら
れ
、
四
名

に
絞
ら
れ
そ
の
後
の
手
続
き
を
経
て
受
賞
者
が
選
出
さ
れ
る
。
ま
れ

に
票
が
割
れ
た
際
に
の
み
審
査
委
員
長
が
決
定
票
を
投
ず
る
。

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
は
、｢

傑
出
し
た
価
値
に
よ
り
、
長
ら
く

子
ど
も
と
青
少
年
の
本
に
貢
献
し
て
き
た
と
認
め
ら
れ
る
、
作
家
お

よ
び
画
家
の
全
業
績
に
対
し
て
授
与
さ
れ
る｣

も
の
で
、
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
は
次
の
三
点
で
あ
る
。
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一.

傑
出
し
た
価
値

文
章
や
絵
画
の
美
的
資
質
が
審
査
上
の
原
点
で
あ
る
が
、
審
査

委
員
に
は
子
ど
も
の
視
点
か
ら
物
事
を
見
る
能
力
に
長
け
て
い
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

二.

永
続
的
貢
献

永
続
的
価
値
の
あ
る
本
と
は
、
普
遍
的
な
テ
ー
マ
と
人
間
的
価

値
を
描
い
て
お
り
、
子
ど
も
の
好
奇
心
と
文
学
上
の
想
像
力
を
伸

ば
す
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。
そ
れ
が
子
ど
も
へ
の
貢
献
で
あ
る
。

三.

全
業
績
に
つ
い
て

審
査
委
員
は
、
選
別
さ
れ
た
資
料
の
み
を
読
ん
で
各
候
補
者
に

つ
い
て
知
る
の
で
、
各
国
支
部
が
提
出
す
る
資
料
は
重
要
だ
。
審

査
委
員
は
、
外
国
語
の
翻
訳
版
が
い
く
つ
も
発
行
さ
れ
て
い
る
候

補
者
と
経
済
上
の
理
由
な
ど
か
ら
多
く
の
業
績
が
あ
る
に
も
関
わ

ら
ず
一
言
語
ま
た
は
一
か
国
で
し
か
出
版
さ
れ
て
い
な
い
候
補
者

間
の
均
衡
を
取
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
こ
こ
で
言
語
の
問
題
に

突
き
当
た
る
が
、
我
々
は
で
き
る
限
り
世
界
を
網
羅
し
て
い
る
。

交
響
楽
団
が
素
晴
ら
し
い
演
奏
を
す
れ
ば
ソ
ロ
演
奏
者
は
賞
賛
さ

れ
、
指
揮
者
は
お
じ
ぎ
を
し
、
作
曲
家
が
存
命
し
て
い
れ
ば
評
価
を

受
け
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
楽
団
の
演
奏
者
一
人
一
人
の
名
前
は
誰
も

知
ら
な
い
。
私
に
と
っ
て
の
過
去
五
〇
年
間
以
上
に
わ
た
る
国
際
ア

ン
デ
ル
セ
ン
賞
の
英
雄
は
審
査
委
員
一
人
一
人
で
あ
る
。

ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
と
の
関
わ
り
の
中
で
一
つ
残
念
に
思
う
こ
と
が

あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
審
査
委
員
が
、
半
年
間
、
報
酬
な
し
で
働

き
、
多
く
の
場
合
自
費
で
審
査
委
員
会
に
出
席
し
て
い
る
に
も
関
わ

ら
ず
ほ
と
ん
ど
賞
賛
と
評
価
を
受
け
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
し

か
し
、
そ
の
代
わ
り
に
、
児
童
文
学
の
作
家
と
画
家
が
、
今
ま
た
こ

こ
に
、
子
ど
も
の
人
生
と
想
像
力
を
高
め
る
た
め
に
世
界
で
最
高
の

賞
を
受
賞
し
た
、
と
い
う
事
実
を
知
る
と
い
う
満
足
感
を
得
る
の
で

あ
る
。
そ
の
音
楽
の
鳴
り
止
む
こ
と
が
な
い
こ
と
を
願
う
。

｢

私
の
執
筆
法｣

エ
イ
ダ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
∧A

id
a
n

C
h
a
m
b
ers

∨

(

二
〇
〇
二
年
国
際

ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞

作
家
賞
受
賞
者)

英
国
生
ま
れ
。
グ
ラ
マ
ー
・
ス
ク
ー

ル
で
英
語
と
演
劇
を
教
え
る
か
た
わ

ら
英
国
国
教
会
の
修
道
士
を
七
年
間

務
め
る
。
児
童
劇
の
脚
本
や
、
短
編

集
・
評
論
も
数
多
い
。
一
九
七
八
年
の

『

ブ
レ
イ
ク
タ
イ
ム』

か
ら

一
九
九
九
年
の

『

二
つ
の
旅
の
終
わ
り
に』

に
至
る
五
冊
の
ヤ
ン
グ

ア
ダ
ル
ト
小
説
で
人
気
作
家
と
な
る
。

人
は
、
な
ぜ
こ
う
も
、
告
白
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ

う
か
。(

略)

ど
ん
な
に
秘
密
主
義
の
人
で
も
、
日
記
に
書
く
だ
け

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
告
白
を
し
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。
物
語
や
小

説
、
詩
を
読
む
と
と
く
に
詩
は
そ
う
で
す
が
、
わ
た
し
は
よ
く
こ
う
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思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
み
な
、
創
作
の
技
法
を
使
っ
て
わ
れ
わ
れ
読

者
に
な
に
か
を
打
ち
明
け
て
い
る
、
作
者
自
身
の
告
白
に
す
ぎ
な
い

の
で
は
な
い
か
、
と
。
事
実
、
わ
た
し
が
生
涯
変
わ
ら
ず
に
情
熱
を

も
ち
続
け
て
き
た
読
書
と
い
う
、
心
の
支
え
と
な
り
、
つ
ね
に
唯
一

最
大
の
楽
し
み
で
あ
っ
た
営
み
を
ふ
り
返
っ
て
見
る
時
、
そ
れ
こ
そ

が
、
わ
た
し
に
と
っ
て
読
書
が
こ
ん
な
に
も
大
き
な
意
味
を
も
っ
て

い
た
理
由
だ
と
思
う
の
で
す
。

(

邦
訳
版
四
〇
七
頁)

こ
れ
は
私
のP

ostca
rd

s
from

N
o

M
a
n

's
L

a
n

d
『

二
つ
の

旅
の
終
わ
り
に』

(

原
田
勝
訳

二
〇
〇
三
年

徳
間
書
店)

か
ら

の
抜
粋
で
あ
る
。
こ
れ
を
語
っ
た
の
は
オ
ラ
ン
ダ
の
七
〇
歳
代
後
半

の
死
を
前
に
し
た
女
性
だ
。
そ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
イ
ギ
リ
ス

の
高
齢
男
性
で
あ
る
私
が
、
ど
う
や
っ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
高
齢
女
性

に
な
り
か
わ
っ
て
書
け
る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

私
は
、
書
き
始
め
の
一
〇
年
は
読
者
が
ど
う
い
う
本
を
読
み
た
が
っ

て
い
る
か
を
考
え
、
自
分
で
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
を
書
い
て
い
た
が
、

も
の
に
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
何
も
計
画
を
練
ら
ず
に
あ
る
本

を
書
き
始
め
た
こ
と
で
、
私
は
作
家
と
し
て
の
自
分
を
発
見
し
た
。

こ
の
本
の
お
か
げ
で
、
私
は
本
を
書
い
て
い
る
と
き
は
読
者
の
こ
と

な
ど
何
も
考
え
ず
に
書
い
て
い
る
こ
と
に
気
づ
い
た
。
本
の
書
き
始

め
は
、
た
と
え
て
言
う
と
ひ
と
め
ぼ
れ
の
よ
う
な
も
の
だ
。

・
・
・
・
・

初
め
は
性
格
も
特
徴
も
何
も
わ
か
ら
な
い
の
に
、
恋
に
落
ち
る
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
も
魅
力
の
一
つ
だ
。
体
は
、
熱
く
な
り
、
髪
の
毛

が
逆
立
ち
、
汗
を
か
き
、
体
は
震
え
、
相
手
の
こ
と
以
外
は
考
え
ら

れ
な
く
な
る
。
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
が
言
っ
て
い
る
よ
う
に
恋
に
落
ち

る
こ
と
は
、
あ
る
種
の
狂
気
だ
。
本
の
書
き
始
め
は
、
ま
さ
に
こ
の

状
態
に
な
る
。
執
筆
す
る
本
以
外
の
こ
と
は
、
考
え
ら
れ
な
い
。

そ
れ
か
ら
、
ひ
と
め
ぼ
れ
の
相
手
に
つ
い
て
知
り
た
く
な
る
。
名

・
・
・
・
・

前
、
話
し
方
、
い
つ
、
ど
こ
で
、
知
り
合
っ
た
舞
台
な
ど
。
最
後
に

伝
え
る
形
式
を
決
め
る
。

こ
れ
か
ら
、T

h
is

is
A

ll
th

e
P

illow
B

ook
of

C
ord

elia

K
en

と
い
う
本
を
出
す
予
定
だ
。
コ
ー
デ
ィ
リ
ア
・
ケ
ン
と
い
う

少
女
が
主
人
公
だ
。
六
九
歳
で
あ
る
男
性
の
私
が
、
ど
う
や
っ
て
、

少
女
の
こ
と
を
書
け
る
の
か
。
私
は
四
〇
年
以
上
を
か
け
て
、
十
代

の
女
の
子
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
、
実
際
の
そ
の
年
の
女
の

子
よ
り
も
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
わ
か
っ
て
く
る
と
、

登
場
人
物
が
自
分
の
中
で
ふ
く
ら
み
は
じ
め
、
自
ら
命
を
持
ち
始
め

る
。
そ
こ
ま
で
来
て
、
や
っ
と
私
は
書
き
始
め
る
。
こ
こ
に
至
る
ま

で
少
な
く
と
も
三
年
が
、
そ
し
て
、
実
際
に
執
筆
を
始
め
る
ま
で
に

さ
ら
に
二
、
三
年
か
か
る
。
そ
し
て
、
第
二
段
階
が
始
ま
る
。

私
が
本
を
書
き
終
え
る
ま
で
は
長
い
時
間
が
か
か
る
が
、
書
き
終

え
た
頃
に
は
、
書
き
始
め
た
と
き
と
同
じ
私
で
は
な
い
。
私
は
文
字

ど
お
り
、
違
っ
た
人
物
だ
。
そ
れ
で
い
て
、
私
は
あ
く
ま
で
も
私
で

あ
る
。

◇
第
二
部

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
◇

(

発
言
の
要
約)

モ
デ
ュ
レ
ー
タ
ー

島

多
代
∧
し
ま

た
よ
∨

(

Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
前
会

長)

東
京
生
ま
れ
。
聖
心
女
子
大
学
英
文
科
卒
業
後
、
至
光
社
編
集
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部
勤
務
を
経
て
、
米
国
議
会
図
書
館

児
童
書
セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

(

一
九
八
一
〜
八
五
年)

、
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ

会
長

(

一
九
九
八
〜
二
〇
〇
二
年)

等
。島

氏
は
、
子
ど
も
が
生
き
て
い
く

上
で
、
本
と
い
う
も
の
が
果
た
す
精

神
的
、
肉
体
的
な
大
き
な
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
た
め
に
、
各
パ

ネ
リ
ス
ト
に
対
し
、
次
の
質
問
を
し
た
。

一.

本
が
好
き
な
子
ど
も
で
あ
っ
た
か
。

二.

自
分
の
内
面
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
本
が
あ
っ

た
か
。

三.

周
囲
に
、
読
書
に
対
し
て
影
響
を
与
え
た
大
人
が
い
た
か
ど

う
か
。
も
し
、
そ
う
い
う
人
が
い
た
と
し
た
ら
、
そ
の
人
に

つ
い
て
話
し
て
い
た
だ
け
な
い
か
。

リ
ー
ナ
・
マ
イ
セ
ン
氏

私
は
本
に
囲
ま
れ
た
環
境
の
中
で
育
っ
た
。
母
親
は
、
作
家
、
翻

訳
家
、
批
評
家
で
、
美
術
雑
誌
の
編
集
も
し
て
い
た
。
父
親
は
、
宗

教
と
哲
学
の
教
師
で
、
後
に
Ｉ
Ｂ
Ｂ
Ｙ
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
支
部
の
設
立

メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
あ
っ
た
。
家
に
た
く
さ
ん
本
が
あ
っ
た
の
で
、

小
さ
い
と
き
図
書
館
に
行
っ
た
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
。
本
が
好

き
と
い
う
よ
り
も
、
本
以
外
の
こ
と
は
考
え
た
こ
と
が
な
か
っ
た
。

子
ど
も
の
頃
、
戦
火
を
逃
れ
て
疎
開
し
た
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
扁

桃
腺
の
手
術
を
受
け
た
。
担
当
し
た
経
験
の
少
な
い
若
い
医
師
は
、

扁
桃
腺
だ
け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
部
分
も
切
り
、
声
帯
を
傷
つ
け
ら

れ
、
一
時
期
し
ゃ
べ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

こ
う
し
た
体
験
か
ら
、
あ
る
本
が
私
に
と
っ
て
、
と
て
も
大
事
に

な
っ
た
。
そ
れ
は
、
ハ
ン
ス
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ア
ン
デ
ル
セ
ン
童

話
の

『

人
魚
姫』

だ
っ
た
。
人
魚
姫
は
自
分
の
正
体
を
明
か
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
本
当
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
私

は
自
分
と
人
魚
姫
を
重
ね
て
い
た
。

現
在
、
私
は
祖
母
と
し
て
、
孫
た
ち
に
本
を
読
ん
で
い
る
。
そ
の

た
め

｢

絵
本
の
役
割｣

に
つ
い
て
考
え
た
。
子
ど
も
に
小
さ
い
と
き

か
ら
本
を
与
え
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
あ
る
。
そ
し
て
子
ど
も

た
ち
を
本
の
中
に
引
き
込
む
に
は
手
助
け
が
必
要
だ
。
し
か
し
、
手

助
け
を
す
る
側
に
と
っ
て
も
、
こ
れ
は
あ
り
が
た
い
機
会
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
年
を
と
っ
て
い
く
と
同
時
に
、
自
分
の
子
ど
も
時
代
に

も
う
一
度
も
ど
れ
る
か
ら
だ
。

ジ
ェ
イ
・
ヒ
ー
ル
氏

私
の
育
っ
た
家
に
も
た
く
さ
ん
の
本
が
あ
り
、
本
が
大
好
き
な
子

ど
も
だ
っ
た
。
子
ど
も
時
代
に
は
、
本
は
決
し
て
特
別
な
も
の
で
は

な
く
、
本
と
と
も
に
大
き
く
な
り
、
本
と
は
友
だ
ち
だ
っ
た
。

子
ど
も
時
代
に
影
響
を
受
け
た
本
や
大
人
は
い
な
か
っ
た
。
大
人

に
な
っ
て
か
ら
、
国
語

(

注：

こ
の
場
合
は
英
語)

の
主
任
の
先
生

が
、
私
に

｢
国
語
の
教
師
と
し
て
一
番
大
事
な
こ
と
は
、
子
ど
も
に
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本
を
読
ま
せ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
さ
え
で
き
れ
ば
、
教
師

の
役
目
は
半
分
果
た
し
た
も
同
然
だ
よ
。｣

と
言
っ
た
。
そ
こ
で
、

私
は
ま
ず
、
子
ど
も
に
薦
め
る
に
は
ど
ん
な
本
が
い
い
か
探
す
こ
と

に
し
た
。
学
校
の
図
書
館
に
も
通
っ
た
。
そ
し
て
三
五
年
後
、
Ｉ
Ｂ

Ｂ
Ｙ
と
出
会
う
こ
と
に
な
っ
た
。

教
師
と
し
て
の
経
験
か
ら
話
す
。
も
し
、
親
が
子
ど
も
に
本
を
読

ん
で
ほ
し
い
と
願
う
の
で
あ
れ
ば
、
一
番
し
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
、

｢

こ
れ
は
と
っ
て
も
い
い
本
だ
か
ら
読
ん
で
ご
ら
ん｣

と
言
う
こ
と

だ
。
最
良
の
方
法
は
、
そ
の
本
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
お
い
て
、
そ
の

場
か
ら
立
ち
去
る
こ
と
だ
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の
好
奇
心
を
信
じ
る

こ
と
だ
。

エ
イ
ダ
ン
・
チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏

私
は
、
九
歳
ま
で
本
が
読
め
な
か
っ
た
。
私
の
父
親
は
炭
鉱
夫
で
、

家
に
は
、
本
が
五
冊
し
か
な
か
っ
た
。
家
を
修
理
す
る
本
、
健
康
の

本
、
一
度
も
使
わ
れ
な
か
っ
た
小
辞
典
、
一
巻
本
の
百
科
事
典
、
そ

れ
か
ら
挿
絵
の
あ
る

『

イ
ソ
ッ
プ
物
語』

。

母
親
が

『

イ
ソ
ッ
プ
物
語』

を
読
ん
で
く
れ
た
が
、
今
で
も
覚
え

て
い
る
の
は

｢

う
さ
ぎ
と
か
め｣

だ
。
私
は
の
ろ
か
っ
た
の
で
、
か

め
と
自
分
を
重
ね
た
か
ら
だ
と
思
う
。
同
級
生
の
う
さ
ぎ
た
ち
は
み

ん
な
、
心
臓
発
作
で
他
界
し
て
し
ま
っ
た
か
、
退
職
し
て
い
る
か
、

絶
望
の
中
に
い
る
。
そ
の
中
で
私
は
い
ま
だ
に
ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て

い
る
。

こ
れ
が
質
問
を
聞
い
て
、
最
初
に
思
い
出
し
た
本
だ
。

そ
し
て
九
歳
の
と
き
、
本
が
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
瞬
間
を
鮮
や

か
に
覚
え
て
い
る
。
そ
の
頃
、
学
校
の
先
生
が
、
毎
週
金
曜
日
に
本

を
一
冊
ず
つ
生
徒
に
持
ち
帰
ら
せ
、
週
末
に
読
み
、
月
曜
日
に
は
返

す
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
返
す
時
に
本
を
汚
し
て
い
た
ら
、
ひ
ど
い

目
に
あ
う
の
で
、
金
曜
の
夕
方
に
学
校
か
ら
帰
る
と
、
母
親
は
、
本

が
汚
れ
な
い
よ
う
に
そ
の
本
を
取
り
上
げ
て
ド
レ
ッ
サ
ー
の
上
に
隠

し
て
お
い
た
。
そ
し
て
、
月
曜
の
朝
、
私
が
家
を
出
る
直
前
に
、
母

親
は
本
を
渡
し
て
く
れ
た
。

あ
る
金
曜
の
夜
、
母
親
は
私
の
後
ろ
で
ア
イ
ロ
ン
が
け
を
し
て
い

た
。
父
親
は
夕
飯
後
に
い
つ
も
の
よ
う
に
、
う
た
た
寝
を
し
て
い
た
。

そ
の
晩
は
何
か
の
理
由
で
、
母
親
は
借
り
て
き
た
本
を
し
ま
わ
ず
に

い
た
。
そ
し
て
、
私
は
そ
の
本
の
挿
絵
を
眺
め
て
い
た
。
突
然
、
私

の
頭
の
中
で
話
し
声
が
聞
こ
え
た
。
声
の
一
つ
は
、
お
話
を
読
ん
で

い
る
声
だ
っ
た
。
互
い
に
お
し
ゃ
べ
り
を
し
て
い
る
声
も
聞
こ
え
て

き
た
。
私
は
変
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
か
と
大
変
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
父
親
が
目
を
覚
ま
し
、
母
親
に
言
っ
た
。

｢

こ
ん
な
時
間
ま
で
こ
の
子
は
、
何
を
し
て
る
ん
だ
い｣

｢

何
、
馬
鹿
な
こ
と
を
言
っ
て
る
の
さ
。
あ
の
子
が
今
何
を
し
て
い

る
か
わ
か
ら
な
い
の｣

と
母
親
は
答
え
た
。
母
親
は
、
私
が
そ
の
時
、
本
を
読
め
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
だ
。

最
初
、
私
は
本
が
読
め
な
い
た
め
、
出
来
の
悪
い
子
が
行
く
学
校

へ
通
っ
て
い
た
。
や
が
て
、
学
校
の
先
生
方
は
、
私
は
頭
が
悪
く
な

い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
普
通
の
学
校
へ
行
か
せ
る
こ
と
に
し
た
。
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そ
こ
に
ジ
ム
・
オ
ズ
ボ
ー
ン

(J
im

O
sb

o
rn
)

先
生

(

注：

作
品

『
お
れ
の
墓
で
踊
れ』

の
中
の
登
場
人
物)

が
い
た
。
先
生
は
、
私

に
計
り
知
れ
な
い
影
響
を
与
え
た
。
先
生
は
、
人
生
の
中
で
読
む
こ

と
と
書
く
こ
と
が
一
番
大
切
だ
と
信
じ
て
い
て
、
生
涯
会
っ
た
人
の

中
で
最
も
情
熱
的
な
人
で
、
私
の
本
当
の
意
味
で
の
父
親
だ
。

彼
の
お
か
げ
で
、
私
は
一
五
歳
の
と
き
、
Ｄ
・
Ｈ
・
ロ
レ
ン
ス
の

『

息
子
と
恋
人』

を
読
ん
だ
。
本
の
終
わ
り
が
近
づ
く
に
つ
れ
、
私

は
ど
ん
ど
ん
読
む
速
度
を
落
と
し
て
い
き
、
終
わ
り
が
な
か
な
か
来

な
い
よ
う
に
し
た
。
そ
し
て
、
涙
を
流
し
な
が
ら
、
最
後
の
ペ
ー
ジ

を
読
み
終
え
た
。
閉
じ
た
そ
の
瞬
間
に
、
私
自
身
が
作
家
で
あ
る
こ

と
を
知
っ
た
。
な
ぜ
な
ら

｢

私
が
こ
の
本
を
書
い
て
い
た
ら
よ
か
っ

た
の
に｣

と
思
い
、
そ
の
直
後
に
、｢
な
ぜ
、
私
が
書
い
て
は
い
け

な
い
の
だ
ろ
う｣

と
思
っ
た
か
ら
だ
。
そ
し
て
私
は
、
次
の
日
か
ら

小
説
を
書
き
始
め
た
。

島
氏
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
読
書
体
験
を
聴
き
、
子
ど
も
た
ち
の
育

つ
環
境
や
考
え
は
異
な
る
が
、
周
り
の
大
人
た
ち
の
あ
り
方
に
よ
っ

て
影
響
さ
れ
る
こ
と
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
と
話
さ
れ
た
。
ま
た
、

本
を
子
ど
も
た
ち
に
手
渡
し
て
い
く
役
割
を
も
っ
て
人
々
が
集
ま
っ

て
い
く
様
子
を

｢

本
の
鎖｣

と
い
う
言
葉
で
表
現
さ
れ
た
。｢

本
の

鎖｣

は
文
化
、
宗
教
、
言
語
、
環
境
、
政
治
的
な
こ
と
す
ら
も
超
え

て
、
共
通
の
内
面
的
な
基
盤
を
み
ん
な
に
与
え
る
。
そ
う
い
う
こ
と

を
人
類
は
は
じ
め
か
ら
持
ち
続
け
て
き
て
、
そ
れ
を
記
録
し
た
も
の

が
本
で
世
代
を
超
え
て
人
々
を
結
び
つ
け
る
。
ど
ん
な
社
会
に
お
い

て
も
、
文
学
と
い
う
領
域
は
、
人
間
が
生
き
て
い
く
上
で
重
要
な
役

割
を
持
っ
て
い
る
。

続
い
て
富
田
館
長
が

｢

自
分
の
声
で
語
る
こ
と
の
大
切
さ｣

に
つ

い
て
質
問
し
た
。

チ
ェ
ン
バ
ー
ス
氏
は
、
人
に
話
を
口
頭
で
伝
え
た
り
、
耳
で
聞
く

こ
と
と
、
読
み
書
き
す
る
こ
と
と
は
、
全
く
別
な
こ
と
で
あ
り
、
そ

の
明
確
な
違
い
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
話
を
す
る
と
き
に
は
、
目
の

前
に
い
る
聴
衆
の
反
応
に
合
わ
せ
て
、
変
更
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
し
て
、
語
り
終
え
れ
ば
、
そ
の
記
録
は
残
ら
な
い
。
し
か
し
、
書

か
れ
た
物
は
、
動
か
せ
な
い
。
そ
し
て
何
度
も
読
み
返
す
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
本
と
い
う
伝
達
の
方
式
ほ
ど
民
主
的
な
も
の
は
な
い
。

ヒ
ー
ル
氏
は
、
ア
フ
リ
カ
で
は
、
ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ

(

口
承

伝
承)

は
何
百
年
と
い
う
長
い
歴
史
が
あ
り
、
書
き
記
す
こ
と
が
行

わ
れ
る
よ
う
に
な
る
ず
っ
と
前
か
ら
、
口
承
伝
承
が
行
わ
れ
て
き
た

と
話
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
歴
史
の
あ
る
ア
フ
リ
カ
に
は
、
現
在
で

も
活
字
と
し
て
印
刷
さ
れ
た
も
の
を
信
用
せ
ず
口
承
伝
承
を
重
要
視

し
て
い
る
人
た
ち
が
い
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
口
承
伝
承
は
随
時
修

正
が
で
き
る
が
、
印
刷
さ
れ
た
も
の
は
変
更
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。読

み
書
き
の
話
か
ら
発
展
し
て
教
育
に
つ
い
て
の
意
見
も
出
さ
れ

た
。チ

ェ
ン
バ
ー
ス
氏
は
、
読
む
こ
と
は
、
難
し
い
こ
と
で
あ
り
、
大
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変
大
事
な
こ
と
だ
と
語
っ
た
。
読
む
と
い
う
行
為
は
毎
日
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
行
為
で
、
自
分
で
理
解
す
る
の
は
難
し
い
と
思
っ
た
と

き
に
は
、
助
け
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
教
師
の
役
割
で
あ
る
。

そ
の
役
目
と
は
、
生
徒
が
ま
だ
行
っ
た
こ
と
の
な
い
未
知
の
世
界

へ
導
く
こ
と
だ
。
そ
れ
が
で
き
る
唯
一
の
方
法
は
、
多
く
の
種
類
の

本
を
多
数
、
教
室
の
机
に
置
い
て
お
く
こ
と
で
、
事
前
に
教
師
も
本

に
つ
い
て
把
握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
教
師
養

成
の
課
程
に
こ
の
技
術
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
提
案
し
た
。

ま
た
教
養
の
あ
る
国
民
を
育
て
る
た
め
に
は
、
一
般
の
人
た
ち
が
、

読
み
た
い
と
思
っ
た
本
が
す
ぐ
に
手
に
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
、
ど
ん

な
町
に
も
、
ど
ん
な
学
校
に
も
中
心
に
は
図
書
館
が
あ
る
と
い
う
状

況
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。

ヒ
ー
ル
氏
は
、
家
族
で
大
切
に
口
承
伝
承
を
守
っ
て
い
く
た
め
の

時
間
を
、
テ
レ
ビ
や
ビ
デ
オ
が
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
る
と
い
う
南
ア

フ
リ
カ
の
現
況
を
話
し
た
。

島
氏
は
、
日
本
で
も
全
く
同
じ
こ
と
が
起
こ
っ
て
お
り
、
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ
に
加
え
て
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
ゲ
ー
ム
、
映
像
の
中
で
子
ど

も
た
ち
の
時
間
が
殺
さ
れ
て
い
る
。
現
時
点
で
は
、
そ
う
い
う
も
の

を
供
給
す
る
社
会
に
対
し
て
、
何
の
歯
止
め
も
な
い
。
こ
れ
は
、
社

会
の
基
本
的
な
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
利
潤
の
追
求
に
ば
か
り
力
を
入
れ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
し
た
ら
、
人
が

人
で
い
る
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
の
中
に
私
は
い

る
、
と
述
べ
た
。

◇
お
わ
り
に
◇

最
後
に
富
田
国
際
子
ど
も
図
書
館
長
が
、
次
の
よ
う
な
言
葉
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
締
め
括
っ
た
。

｢

今
、
子
ど
も
た
ち
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
は
、
彼
ら
が
抱
え
て
い
る

問
題
も
含
め
て
実
に
多
様
で
あ
る
。

世
界
情
勢
も
日
々
、
大
変
悲
惨
な
状

況
が
続
い
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
一
人
一
人
の
子
ど
も
た
ち
は
、

実
に
色
々
な
人
生
の
時
期
を
経
験
し

て
い
く
。
今
日
、
こ
こ
に
集
ま
っ
た
私
た
ち
が
、
子
ど
も
と
本
と
の

良
い
出
会
い
を
手
助
け
す
る
た
め
に
、
本
当
に
幅
広
い
国
際
的
な
連

携
に
よ
っ
て
活
動
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た

め
の
旗
印
こ
そ
戦
後
の
瓦
礫
の
中
の
子
ど
も
た
ち
の
目
に
感
動
し
て
、

戦
後
の
復
興
を
子
ど
も
た
ち
か
ら
始
め
よ
う
と
い
う
イ
エ
ラ
・
レ
ッ

プ
マ
ン
の
情
熱
で
始
ま
っ
た
、
こ
の
国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
、
皆
さ
ま
と
確
認
し
て
、
今
日
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
終
わ
り
た
い
と
思
う
。｣

な
お
、
国
際
子
ど
も
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
:/

/
w

w
w

.k
o
d
o

m
o
.g

o
.jp

/

に
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

国
際
ア
ン
デ
ル
セ
ン
賞
の
軌
跡｣

の
全
文
を
掲
載
予
定
で
す
。
こ
ち
ら
も
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

(

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課)
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第
三
三
回

日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
の
開
催

第
三
三
回
日
本
法
令
沿
革
索
引
審
議
会
は
、
平
成
一
六
年
三
月
三
日
午
前
一
一
時

か
ら
、
国
立
国
会
図
書
館

(

東
京
本
館)

に
お
い
て
六
名
の
委
員
の
出
席
を
得
て
開

催
さ
れ
た

(

筧
委
員
は
欠
席)

。
当
館
か
ら
は
、
黒
澤
館
長
、
大
滝
副
館
長
、
幹
事

と
し
て
森
山
調
査
及
び
立
法
考
査
局
長
等
五
名
と
書
記
等
七
名
が
出
席
し
た
。

は
じ
め
に
黒
澤
館
長
、
角
田
委
員
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
引
き
続

き
議
事
に
入
っ
た
。
ま
ず
、
大
竹
幹
事
か
ら
、『

日
本
法
令
索
引

(

明
治
前
期
編)』

の
編
さ
ん
作
業
の
概
要
と
し
て
、
第
三
二
回
審
議
会
以
降
に

『

法
令
全
書』

に
採
録

さ
れ
て
い
な
い
法
令
の
改
廃
経
過
の
調
査
と
入
力
お
よ
び
分
類
の
付
与
を
終
え
た
こ

と
を
報
告
し
た
。
次
に
、
案
件
の
審
議
に
移
り
、『

日
本
法
令
索
引

(

明
治
前
期
編)』

の
既
存
の
分
類
の
細
分
化
の
実
施
、
収
載
法
令
の
改
廃
経
過
編
さ
ん
作
業
中
に
判
明

し
た
問
題
点
と
そ
の
対
処
方
針
お
よ
び
法
規
範
性
を
持
た
な
い
公
示
等
の
取
扱
い
方

針
が
、
そ
れ
ぞ
れ
了
承
さ
れ
た
。
さ
ら
に

『

日
本
法
令
索
引

(

明
治
前
期
編)』

の

刊
行
要
領
を
一
部
変
更
し
、
詳
細
に
つ
い
て
は
次
回
審
議
会
で
報
告
す
る
こ
と
も
了

承
さ
れ
た
。
最
後
に
、
現
在
開
発
中
の

｢

日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

(

仮
称)｣

を
平
成
一
六
年
度
の
早
い
時
期
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
こ

と
が
報
告
さ
れ
た
。

な
お
、
委
員
か
ら
は
、『

日
本
法
令
索
引

(
明
治
前
期
編)』

の
刊
行
に
関
連
し
て
、

採
録
し
た
法
令
本
文
の
画
像
情
報
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
り
提
供
す
る
こ
と
を
考

慮
し
て
ほ
し
い
旨
、
強
い
要
望
が
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
館
長
は
、
前
向

き
に
そ
の
実
現
に
向
け
検
討
を
行
っ
て
い
き
た
い
旨
を
表
明
し
た
。
審
議
会
は
、
審

議
終
了
後
懇
談
に
移
り
、
午
後
一
時
過
ぎ
に
散
会
し
た
。(
調
査
及
び
立
法
考
査
局)
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委
員
長

角
田
禮
次
郎

(

元
最
高
裁
判
所
判
事)

委

員
浅
古

弘

(

早
稲
田
大
学
法
学
部
教
授)

浅
野

一
郎

(

元
参
議
院
法
制
局
長)

筧

榮
一

(

元
検
事
総
長)

小
玉

正
任

(

元
国
立
公
文
書
館
長)

利
谷

信
義

(

東
京
経
済
大
学
教
授)

和
田

文
雄

(

元
衆
議
院
法
制
局
長)

(

平
成
一
六
年
三
月
三
日
現
在)



韓
国
国
会
図
書
館
と
の
業
務
交
流

(

第
一
回)

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て

は
じ
め
に

平
成
一
五
年
一
二
月
一
日
か
ら
一
二
月
七
日
ま
で
当
館
に
お
い
て

韓
国
国
会
図
書
館
と
第
一
回
の
日
韓
業
務
交
流
を
行
っ
た

(

業
務
交

流
の
日
程
は
、
次
頁
表
の
と
お
り)

。
韓
国
国
会
図
書
館
訪
日
団
は
、

立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
一
課
の
金
裕
香

(

キ
ム
・
ユ
ヒ
ャ
ン)

立
法
情
報
研
究
官
と
立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
二
課
の
鄭
桓
圭

(

チ
ョ
ン
・
フ
ァ
ン
キ
ュ)

立
法
情
報
研
究
官
の
二
人
で
あ
る
。

韓
国
国
会
図
書
館
は
、
韓
国
国
立
中
央
図
書
館
と
と
も
に
韓
国
を

代
表
す
る
図
書
館
で
あ
る
。
国
会
の
た
め
の
図
書
館
で
あ
る
と
と
も

に
一
般
国
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
お
り
、
納
本
図
書
館
で
も
あ

る
。
今
回
訪
日
し
た
二
人
の
所
属
す
る
立
法
電
子
情
報
室
は
、
当
館

の
調
査
及
び
立
法
考
査
局

(

以
下
、
調
査
局)

に
相
当
す
る
部
局
で
、

立
法
調
査
な
ど
の
国
会
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
担
当
す
る
が
、
そ
の
ほ
か

に
電
子
図
書
館
事
業
も
所
管
し
て
い
る
。

当
館
と
韓
国
国
会
図
書
館
と
の
交
流
は
平
成
一
二
年
に
始
ま
る
。

同
年
三
月
に
来
日
し
た
韓
国
国
会
図
書
館
の
担
当
者
と
の
協
議
に
よ

り
、
双
方
の
職
員
一
名
を
一
か
月
間
派
遣
す
る
研
修
交
流
と
す
る
こ

と
、
一
往
復
二
年
間
の
相
互
派
遣
の
後
、
改
め
て
交
流
の
あ
り
方
に

つ
い
て
協
議
す
る
こ
と
で
合
意
し
、
九
月
に
第
一
回
研
修
交
流
と
し

て
、
当
館
調
査
局
の
調
査
員
一
名
を
韓
国
国
会
図
書
館
に
派
遣
、
翌

平
成
一
三
年
一
一
月
に
は
第
二
回
研
修
交
流
と
し
て
、
韓
国
国
会
図

書
館
立
法
情
報
支
援
課
の
職
員
を
当
館
に
招
へ
い
し
た

(

本
誌
四
七
七

号(

二
〇
〇
〇
年
一
二
月)

一
八
〜
二
一
頁
、
五
〇
一
号(

二
〇
〇
二

年
一
二
月)

三
四
〜
三
五
頁
参
照)

。
そ
の
後
両
館
の
間
で
の
協
議
の

結
果
、
平
成
一
五
年
八
月
に
今
後
四
年
間
に
相
互
に
二
名
の
職
員
を

派
遣
し
、
お
互
い
の
主
要
課
題
に
つ
い
て
報
告
、
討
議
す
る
方
式
で

の
業
務
交
流
を
実
施
す
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

今
回
は
こ
の
方
式
に
よ
る
最
初
の
交
流
で
あ
り
、
ま
ず
両
館
の
国

会
サ
ー
ビ
ス
の
実
情
に
つ
い
て
の
認
識
を
深
め
る
こ
と
を
主
眼
と
し

た
。
業
務
交
流
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
二
回
に
分
け
て
行
わ
れ
、
一
二
月

三
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
―
調
査
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て｣

で
は
、
韓
国
側
は

｢

立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
変

化
と
発
展
方
向｣

(

鄭
桓
圭
立
法
電
子
情
報
室
立
法
調
査
二
課
立
法

情
報
研
究
官)

と
い
う
テ
ー
マ
で
韓
国
国
会
図
書
館
の
立
法
情
報
サ
ー

ビ
ス
全
般
の
沿
革
、
現
状
、
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
、
日
本
側
は

｢
国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
―
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て｣

(

大
曲
薫

調
査
局
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
課
課
長
補
佐)

と
い
う
テ
ー
マ
で
、
当

館
の
立
法
調
査
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
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一
二
月
四
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
―
電

子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て｣

で
は
韓
国
側

｢

電
子
国
会
実
現

の
た
め
の
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
方
向｣

(

金
裕
香
立
法
電
子

情
報
室
立
法
調
査
一
課
立
法
情
報
研
究
官)

と
日
本
側

｢

国
会
サ
ー

ビ
ス
の
あ
り
方
―
主
に
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て｣

(

桐
原
猛

調
査
局
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
課
長
補
佐)

の
両
報
告
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
国
会
向
け
の
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
紹
介

し
、
日
本
側
か
ら

｢

調
査
の
窓｣

、
韓
国
側
か
ら

｢

立
法
知
識
デ
ー

タ
ベ
ー
ス｣

の
デ
モ
も
行
わ
れ
た
。

以
下
そ
れ
ぞ
れ
の
発
表
の
概
要
を
、
質
疑
応
答
で
明
ら
か
に
な
っ

た
内
容
も
含
め
て
報
告
す
る
。

一

業
務
交
流

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅰ

｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
―
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て｣

｢

立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
機
能
変
化
と
発
展
方
向｣

鄭
桓
圭
研
究
官

①
立
法
支
援
組
織
の
沿
革

韓
国
国
会
図
書
館
の
中
に
は
じ
め
て
立
法
支
援
組
織
と
し
て
立
法

調
査
局
が
出
来
た
の
は
一
九
六
四
年
の
こ
と
で
あ
る
。
当
初
の
職
員

数
は
二
九
人
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
六
九
年
に
は
五
八
人
ま
で
増
加

し
た
。
し
か
し
軍
事
独
裁
政
権
下
で
国
会
の
機
能
が
縮
小
を
強
い
ら

れ
る
中
で
立
法
調
査
局
の
機
構
・
人
員
も
縮
小
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

八
四
年
に
は
国
会
図
書
館
自
体
が
国
会
事
務
処

(

日
本
の
衆
参
事
務
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表 業務交流日程

12月１日 訪日団東京着

12月２日 館長表敬､ 館内見学､ 調査及び立法考査局の業務説明・見学

国際子ども図書館見学

12月３日 国会､ 国会分館見学

業務交流 セッションⅠ ｢国会サービスのあり方－調査サービスにつ

いて｣

① ｢立法情報サービスの機能変化と発展方向｣

鄭桓圭 (立法電子情報室立法調査二課立法情報研究官)

② ｢国会サービスのあり方―調査サービスについて｣

大曲薫 (調査及び立法考査局国会レファレンス課課長補佐)

12月４日 業務交流 セッションⅡ ｢国会サービスのあり方

－電子情報提供サービスについて｣

① ｢電子国会実現のための立法情報サービスの発展方向｣

金裕香 (立法電子情報室立法調査一課立法情報研究官)

② ｢国会サービスのあり方－主に情報提供サービスについて｣

桐原猛 (調査及び立法考査局電子情報サービス課課長補佐)

今後の交流に関する協議･懇談

12月５日 調査及び立法考査局職員との懇談､ 東京都議会見学

12月７日 成田空港から帰国



局
に
相
当)

に
吸
収
合
併
さ

れ
、
さ
ら
に
立
法
調
査
局
も

図
書
館
か
ら
分
離
さ
れ
て
し

ま
っ
た
。
八
七
年
六
月
の
市

民
革
命
以
後
、
図
書
館
の
調

査
業
務
は
再
建
の
方
向
に
向

か
い
、
八
九
年
に
立
法
資
料

分
析
室
が
創
設
さ
れ
、
九
四

年
に
は
国
会
事
務
処
立
法
調

査
局
の
機
能
を
吸
収
し
て
社

会
科
学
分
野
の
学
位
を
持
つ

研
究
官
二
三
人
と
翻
訳
官
四

人
か
ら
な
る
立
法
資
料
分
析

室
に
発
展
し
た
。
し
か
し

九
七
年
末
か
ら
の
金
融
危
機

に
対
す
る
政
府
の
構
造
調
整
政
策
の
影
響
で
立
法
資
料
分
析
室
は
解

体
さ
れ
て
立
法
電
子
情
報
室
の
中
の
一
課
で
あ
る
立
法
情
報
支
援
課

に
縮
小
再
編
さ
れ
、
研
究
官
は
契
約
職
研
究
官
と
い
う
身
分
に
変
え

ら
れ
た
上
に
わ
ず
か
一
〇
人
に
削
減
さ
れ
た
。
現
在
は
そ
れ
が
ま
た

立
法
調
査
一
課
、
二
課
に
拡
充
さ
れ
、
研
究
官
も
二
一
名
に
増
加
し

て
い
る

(

二
〇
〇
四
年
一
月
に
は
立
法
調
査
三
課
が
新
設
さ
れ
た)

。

②
立
法
情
報
研
究
官
の
業
務

立
法
情
報
研
究
官
は
調
査
一
課
、
二
課
で
計
二
一
名
。
政
治
外
交

チ
ー
ム
、
経
済
産
業
チ
ー
ム
、
社
会
環
境
チ
ー
ム
に
そ
れ
ぞ
れ
七
名

所
属
し
、
そ
の
中
の
細
分
さ
れ
た
主
題
領
域
を
一
人
で
担
当
す
る
。

立
法
情
報
研
究
官
は
全
員
博
士
号
を
持
つ
研
究
職
で
あ
り
、｢

立
法

参
考
回
答
サ
ー
ビ
ス｣

(

当
館
の
依
頼
調
査
に
相
当)

に
お
い
て
も
、

お
も
に
専
門
的
な
分
析
的
調
査
を
行
う
。
調
査
依
頼
は
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
な
ど
の
手
段
で
行
わ
れ
、
文
書
で
回
答
す
る
場
合
は
電

子
メ
ー
ル
を
使
う
こ
と
が
多
い
。
回
答
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
回
答

し
た
研
究
官
が
す
べ
て
責
任
を
負
う
。
二
〇
〇
三
年
の
依
頼
件
数
は
、

一
〇
月
三
一
日
ま
で
で
七
七
九
件
と
な
っ
て
い
る
。

｢

立
法
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

の
維
持
管
理
も
立
法
情
報
研
究
官

の
重
要
な
業
務
で
あ
る
。
法
案
や
国
政
課
題
に
関
す
る
主
題
に
つ
い

て
、
そ
の
問
題
を
簡
潔
に
解
説
し
た
本
文
と
参
考
に
な
る
新
聞
情
報
、

論
文
、
図
書
な
ど
の
う
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
見
ら
れ
る
も
の
を
リ

ン
ク
し
た
関
連
情
報
と
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
研
究
官
が
作
成
し
た

資
料
や
研
究
官
が
選
択
し
た
リ
ン
ク
先
を
登
録
す
る
の
は
司
書
の
仕

事
で
あ
る
。
本
文
や
関
連
情
報
は
必
要
に
応
じ
て
日
々
更
新
す
る
。

新
規
に
登
録
す
る
主
題
や
更
新
す
る
主
題
は
、
立
法
情
報
審
議
委
員

会
で
審
議
さ
れ
る
。

ま
た
調
査
一
課
、
二
課
で
は

｢

立
法
情
報｣

(

当
館
の

『

調
査
と

情
報
―IS

S
U

E
B

R
IE

F

―』

に
相
当)

と
い
う
立
法
参
考
資
料
を

不
定
期
刊
で
、
印
刷
物
と
オ
ン
ラ
イ
ン
と
で
同
時
に
提
供
し
て
い
る

(
こ
の
ほ
か
に

｢

週
刊
海
外
動
向｣

｢

海
外
立
法｣

｢

外
国
新
聞
情
報｣

な
ど
の
刊
行
物
が
あ
る)

。
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③
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
課
題
と
今
後
の
展
望

議
員
秘
書
に
も
高
学
歴
の
専
門
家
が
増
え
て
お
り
、
依
頼
内
容
も

難
し
い
も
の
が
多
く
、
高
度
に
専
門
的
な
回
答
を
求
め
ら
れ
る
。
担

当
者
の
い
な
い
空
白
領
域
に
つ
い
て
は
、
在
籍
す
る
者
が
な
る
べ
く

処
理
す
る
が
、
で
き
な
い
場
合
は
外
部
の
専
門
家
に
依
頼
す
る
こ
と

も
あ
る
。
そ
の
内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
は
当
然
依
頼
し
た
研
究
官
が
行
う
。

｢

立
法
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

の
コ
ン
テ
ン
ツ
作
成
を
外
部
の
専
門

家
に
依
頼
し
た
場
合
、
後
の
更
新
を
だ
れ
が
担
当
す
る
の
か
な
ど
で

問
題
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。

ま
た
、
国
会
で
は
、
政
策
機
能
を
強
化
す
る
た
め
国
会
予
算
政
策

処

(

Ｎ
Ａ
Ｂ
Ｏ)

を
発
足
さ
せ
て
お
り
、
こ
う
し
た
新
設
の
あ
る
い

は
既
存
の
類
縁
機
関
と
ど
う
競
争
し
、
ど
の
よ
う
に
協
力
関
係
を
築

い
て
い
く
か
も
重
要
な
課
題
と
な
ろ
う
。

〈
当
館
側
の
報
告
〉

｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
―
調
査
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て｣

(

大
曲
薫

課
長
補
佐)

で
は
、
調
査
局
の
行
う
調
査
サ
ー
ビ
ス
を
依
頼
調
査
と

予
測
調
査
に
分
け
て
説
明
し
た
。

議
員
等
か
ら
の
依
頼
に
基
づ
い
て
行
う
依
頼
調
査
は
長
期
的
に
増

加
傾
向
に
あ
り
、
一
九
九
二
年
度
と
比
較
し
て
二
〇
〇
二
年
度
は

一
・
六
倍
に
も
な
る
。
ま
た
回
答
期
限
も

｢

至
急｣

や

｢

本
日
中｣

な
ど
短
い
も
の
が
多
い
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
応
し
サ
ー
ビ
ス
を
向

上
さ
せ
る
た
め
、
依
頼
調
査
処
理
の
進
行
管
理
等
を
行
う
国
会
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
総
合
シ
ス
テ
ム
の
構
築
や
資
料
を
議
員
会
館
事
務
所
ま
で
届

け
る
配
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。
ま
た
、
将
来
依

頼
が
予
測
さ
れ
る
問
題
に
つ
い
て
行
う
予
測
調
査
に
も
力
を
入
れ
て

い
る
。
そ
の
成
果
は
調
査
局
の
刊
行
物
や
国
会
向
け
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の
窓｣

を
通
じ
て
公
表
し
て
い
る
。

二

業
務
交
流

セ
ッ
シ
ョ
ン
Ⅱ

｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方

―
電
子
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て｣

｢

電
子
国
会
実
現
の
た
め
の
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
発
展
方
向｣

金
裕
香
研
究
官

①
韓
国
国
会
図
書
館
の
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
概
要

国
会
の
情
報
化
が
電
子
国
会
と
い
う
目
標
の
も
と
で
本
格
的
に
始

ま
っ
た
の
は
、｢

国
会
情
報
化
の
た
め
の
中
長
期
発
展
計
画

(

第
二

次
情
報
化
発
展
計
画)｣

(

二
〇
〇
一
〜
二
〇
〇
三
年)

か
ら
で
あ
る
。

こ
の
間
に
国
会
内
の
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
に

｢

国
会
総
合
情
報
シ
ス
テ

ム｣

が
構
築
さ
れ
、
そ
の
中
に
国
会
事
務
処
の

｢

立
法
総
合
知
識
管

理
シ
ス
テ
ム｣

や
国
会
図
書
館
の

｢

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム｣

が
存

在
す
る
。

国
会
事
務
処
の

｢

立
法
総
合
知
識
管
理
シ
ス
テ
ム｣

は
、
さ
ら
に

｢
法
律
情
報
シ
ス
テ
ム｣

｢

予
算
決
算
情
報
シ
ス
テ
ム｣

｢

国
政
監
査

情
報
シ
ス
テ
ム｣

｢

議
案
情
報
シ
ス
テ
ム｣

｢

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
シ
ス

テ
ム｣

｢
議
事
録
シ
ス
テ
ム｣

｢

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
議
事
中
継
放
送
シ

ス
テ
ム｣
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。｢

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム｣

で
は
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前
述
の

｢

立
法
知
識
デ
ー
タ

ベ
ー
ス｣

や

｢

立
法
情
報｣

｢

週
刊
海
外
動
向｣

｢

海
外
立

法｣
｢

外
国
新
聞
情
報｣

な

ど
国
会
図
書
館
で
作
成
し
て

い
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し

て
い
る
。
そ
の
中
で
も
中
心

メ
ニ
ュ
ー
と
な
る
の
は

｢

立

法
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

で

あ
り
、
新
規
に
登
録
し
た
主

題
リ
ス
ト
を
国
会
議
員
や
国

会
職
員
に
メ
ー
リ
ン
グ
リ
ス

ト
で
提
供
し
て
い
る
。

ま
た
立
法
参
考
回
答
サ
ー

ビ
ス
は
オ
フ
ラ
イ
ン
で
提
供

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
だ
が
、
回
答
の
多
く
は
電
子
メ
ー
ル
で
行
わ
れ
て

お
り
、
こ
れ
を
蓄
積
し
て
、｢

図
書
館
情
報
シ
ス
テ
ム｣
と
は
別
途

に
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
上
に
構
築
さ
れ
て
い
る

｢

立
法
参
考
回
答
資
料

管
理
シ
ス
テ
ム｣

に
よ
っ
て
研
究
官
は
回
答
内
容
の
検
索
と
照
会
が

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

②
今
後
の
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
課
題

以
上
紹
介
し
た
よ
う
に
、
国
会
の
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
は
多
種
多

様
で
、
毎
年
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
が
追
加
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら
が

き
ち
ん
と
統
合
さ
れ
て
お
ら
ず
、
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
重
複
・
混
在
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。
そ
の
た
め
立
法

支
援
の
た
め
の
各
種
情
報
を
一
か
所
に
集
め
て
利
用
者
の
便
宜
を
は

か
る
専
用
総
合
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
構
築
す
る
方
向
に
進
む
べ
き
だ

と
私
は
考
え
て
い
る
。
ま
た

｢

立
法
知
識
デ
ー
タ
ベ
ー
ス｣

の
新
規

情
報
や

｢

立
法
情
報｣

｢

海
外
立
法｣

な
ど
電
子
メ
ー
ル
で
送
っ
て

い
る
情
報
を
ひ
と
ま
と
め
に
し
て
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
化
す
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
韓
国
で
は
情
報
公
開
を
求
め
る
声
が
強
く
、
行
政
機
関
の
研

究
所
な
ど
で
は
研
究
の
成
果
を
極
力
公
開
し
て
お
り
、
ま
た
そ
れ
を

し
な
い
と
組
織
が
存
続
で
き
な
い
ほ
ど
だ
。
国
会
図
書
館
も
現
在
、

立
法
参
考
回
答
サ
ー
ビ
ス
の
回
答
を
除
く
国
会
図
書
館
で
生
産
さ
れ

る
す
べ
て
の
立
法
情
報
は
、
国
会
図
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ

て
外
部
か
ら
も
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
る
が
、
立
法
参
考
回
答
サ
ー

ビ
ス
の
内
容
に
つ
い
て
も
公
開
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
よ
る
知
識
情
報
社
会
の
進
展
に
よ
っ

て
一
般
国
民
の
情
報
能
力
が
向
上
す
る
中
で
、
多
元
化
し
つ
つ
あ
る

社
会
の
多
様
な
利
害
対
立
に
対
す
る
民
主
的
な
調
整
能
力
を
高
め
る

た
め
、
国
会
の
専
門
性
の
強
化
へ
の
要
求
が
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
う

い
う
状
況
の
中
で
今
後
の
立
法
情
報
サ
ー
ビ
ス
の
評
価
を
決
め
る
の

は
、
シ
ス
テ
ム
の
技
術
的
な
完
成
度
で
は
な
く
、
提
供
さ
れ
る
情
報

の
質

(

内
容
と
速
報
性)

で
あ
る
と
い
え
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
時

代
に
問
題
と
な
る
の
は
情
報
の
不
足
で
は
な
く
、
膨
大
な
情
報
か
ら

適
切
な
も
の
を
選
別
し
、
加
工
し
、
整
理
し
て
提
供
す
る
こ
と
で
あ
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る
。
と
す
れ
ば
電
子
国
会
実
現
に
お
け
る
最
も
重
要
な
課
題
は
、
価

値
あ
る
情
報
を
生
産
で
き
る
質
の
高
い
専
門
的
な
人
材
の
確
保
で
あ

る
と
い
え
る
。

〈
当
館
側
の
報
告
〉

｢

国
会
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
―
主
に
情
報
提
供
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い

て｣
(

桐
原
猛
課
長
補
佐)

で
は
、
ま
ず
衆
議
院
・
参
議
院
と
共
同

で
運
営
し
て
い
る
国
会
会
議
録
フ
ル
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
、
前

述
の
国
会
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
総
合
シ
ス
テ
ム
、
そ
し
て
国
会
向
け
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ

｢

調
査
の
窓｣

に
つ
い
て
、
シ
ス
テ
ム
面
で
の
概
要
説
明

と
デ
モ
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
今
後
の
課
題
と
し
て
、
提
供
す
る
情
報

の
内
容
の
充
実
と
利
用
の
拡
大
を
指
摘
し
、
二
〇
〇
三
年
度
に
公
開

予
定
の
日
本
法
令
索
引
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
や
、
同
年
度
に
開
発
に
着
手

す
る
帝
国
議
会
会
議
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。

三

交
流
に
関
す
る
協
議･

懇
談
、
調
査
局
職
員
と
の
交
流
等

セ
ッ
シ
ョ
ン
終
了
後
、
当
館
側
の
担
当
者
と
韓
国
側
訪
日
団
と
で

今
後
の
業
務
交
流
に
関
す
る
協
議
・
懇
談
を
行
い
、
実
施
時
期
の
設

定
、
交
流
の
内
容
な
ど
に
つ
い
て
お
互
い
の
意
見
・
要
望
を
出
し
合

い
、
検
討
し
た
。
基
本
的
に
は
今
回
の
よ
う
な
形
で
来
年
韓
国
で
交

流
を
行
う
こ
と
に
異
論
は
な
か
っ
た
。

一
二
月
五
日
に
は
、
調
査
局
各
課
の
職
員
と
、
調
査
テ
ー
マ
、
調

査
業
務
の
具
体
的
な
や
り
方
、
問
題
点
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
換

し
た
後
、
情
報
技
術
・
科
学
技
術
政
策
担
当
の
金
研
究
官
は
国
土
交

通
調
査
室
・
課
で
、
教
育
問

題
が
担
当
の
鄭
研
究
官
は
文

教
科
学
技
術
調
査
室
・
課
に

お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
室
・

課
の
職
員
と
さ
ら
に
交
流
を

深
め
た
。

ま
た
業
務
交
流
の
一
環
と

し
て
、
一
二
月
二
日
に
は
国

際
子
ど
も
図
書
館
を
、
一
二

月
三
日
に
は
国
会
議
事
堂
お

よ
び
国
会
分
館
、
一
二
月
五

日
に
は
東
京
都
議
会
お
よ
び

同
議
会
図
書
室
を
見
学
し
た
。

お
わ
り
に

今
回
改
め
て
痛
感
し
た
の
は
、
両
館
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
情
の
ち
が

い
は
あ
る
に
せ
よ
、
業
務
や
抱
え
て
い
る
課
題
に
お
い
て
共
通
す
る

と
こ
ろ
が
実
に
多
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
こ
う
し
た
交
流

を
通
じ
て
互
い
に
経
験
や
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
議
論
を
深
め
て

い
く
こ
と
が
、
議
会
図
書
館
と
し
て
の
両
館
の
業
務
の
改
善
や
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
大
い
に
役
立
つ
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
た
。

(

文
責

調
査
及
び
立
法
考
査
局
調
査
企
画
課
課
長
補
佐

渡
邊

わ
た
な
べ

幸
秀

ゆ
き
ひ
で)

＊
文
中
の
肩
書
き
は
、
す
べ
て
業
務
交
流
実
施
当
時
の
も
の
で
あ
る
。
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調査局職員との懇談会の場で



東
京
本
館
の
桜
が
見
事
に
咲
き
そ
ろ
っ
た
昨
年
の

四
月
、
私
は
、
新
し
い
世
界
へ
の
希
望
に
胸
ふ
く
ら

ま
せ
、
と
言
う
よ
り
も
む
し
ろ
、
面
接
試
験
を
受
け

る
受
験
生
の
よ
う
な
不
安
な
気
持
ち
で
、
衆
議
院
調

査
局
か
ら

｢

調
査
及
び
立
法
考
査
局

(

以
下
、
調
査

局)｣

に
参
り
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
、
調
査
局
と
聞
い
て
、
ど
の
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
に
な
る
で
し
ょ
う
か
？
新
し
い

世
界
に
飛
び
込
む
前
の
私
に
と
っ
て

調
査
局
と
は
、
委
員
会
や
議
員
か
ら

の
調
査
依
頼
を
処
理
す
る
過
程
で
ど

う
し
て
も
わ
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て

｢

教
え
て
も
ら
う
と
こ
ろ｣

｢

専

門
的
知
識
の
宝
庫｣

で
あ
り
、
同
じ

国
会
の
補
佐
機
関
と
は
い
え
特
別
の

組
織
で
し
た
。
今
日
は
、
そ
の
調
査

局
に
飛
び
込
み
感
じ
た
こ
と
の
い
く

つ
か
を
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
一
、
調
査
局
の
場
合
、
調
査
依
頼
者
が
衆
参

両
院
の
議
員
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
衆
参
の
事
務
局
、

政
党
等
と
幅
広
く
、
例
え
ば
、
昨
年
の
よ
う
に
衆
議

院
選
挙
が
行
わ
れ
た
場
合
や
国
会
閉
会
中
で
も
、
依

頼
数
が
極
端
に
減
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

そ
の
二
、
調
査
局
で
の
依
頼
調
査
へ
の
対
応
は
、

文
献
調
査
を
主
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
調
査
員
が

読
み
こ
な
す
べ
き
文
献
の
量
は
想
像
を
絶
す
る
も
の

で
あ
り
、
お
の
ず
と
調
査
員
の
知
識
は
豊
富
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
う
し
た
調
査
局
の
特
色
を
依
頼
者
側
も
承

知
し
て
お
り
、
求
め
ら
れ
る
回
答
は
専
門
性
が
あ
り

な
が
ら
も
、
わ
か
り
や
す
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
三
、
調
査
局
で
受
け
る
依
頼
調
査
で
特
に
目

に
付
く
の
は
、
諸
外
国
の
事
例
に
関
す
る
調
査
依
頼

で
あ
る
。
館
内
を
見
回
す
と
様
々
な
外
国
語
を
習
得

し
た
職
員
が
い
る
こ
と
に
も
驚
き
。

そ
の
四
、
調
査
局
の
依
頼
調
査
へ

の
回
答
は
、
調
査
担
当
者
以
外
の
職

員
が
議
員
室
に
資
料
を
お
届
け
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
紙
一
枚
の
資

料
で
さ
え
自
ら
が
議
員
室
に
届
け
て

い
た
時
に
比
べ
、
資
料
を
受
け
取
っ

た
依
頼
者
の
反
応
が
見
え
に
く
い
。

『

ミ
ラ
ク
ル
ワ
ー
ル
ド

(

国
会
図

書
館)』

で
の
発
見
、
驚
き
は
い
ろ

い
ろ
と
あ
り
ま
す
が
、
最
近
、
私
は

驚
き
と
は
別
に
、
調
査
局
に
求
め
ら
れ
る

｢

サ
ー
ビ

ス
と
は｣

と
情
報
化
社
会
に
お
け
る

｢

価
値
の
あ
る

情
報
提
供
と
は｣

と
い
う
巨
大
迷
路
に
入
り
込
ん
で

し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
多
分
、
国
会
補
佐
機
関
共

通
の
迷
路
で
は
な
い
か
…
と
思
わ
れ
ま
す
。
願
わ
く

ば
、
来
年
の
桜
の
季
節
ま
で
に
は
、
こ
の
迷
路
か
ら

脱
出
し
た
い
と
思
う
今
日
こ
の
頃
で
す
。

(

農
林
環
境
課

O
n

e-b
a
)
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常
設
展
示
の
お
知
ら
せ

第
一
三
一
回

記
録�

中�
｢

幻
獣｣

�
�

平
成
一
六
年

五
月

一
日

(

土)

か
ら

六
月
三
〇
日

(

水)

ま
で

於

本
館
目
録
ホ
ー
ル
入
口

(

東
京
本
館)

竜
は
想
像
上
の
動
物
で
す
。
し
か
し
、
実
在

の
動
物
よ
り
も
か
え
っ
て
身
近
な
存
在
だ
と
言

え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
子
供
の
こ
ろ
に
読
ん

だ
本
、
見
た
絵
に
は
竜
が
出
て
き
ま
し
た
。
近

年
で
は
、
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
作
品
が
大
人
に
も
人

気
で
す
。
で
は
、
皆
さ
ん
が
思
い
浮
か
べ
る
竜

に
は
、
翼
は
あ
り
ま
す
か
？

あ
る
い
は
そ
の

竜
は
火
を
吐
き
ま
す
か
？

そ
う
で
あ
る
な
ら
、

そ
れ
は
一
般
的
に
は
東
洋
の
竜
で
は
な
く
、
西

洋
の
ド
ラ
ゴ
ン
で
す
。
こ
の
よ
う
に
日
本
語
で

は
あ
ま
り
区
別
せ
ず
に
用
い
ら
れ
て
い
る
竜
と

ド
ラ
ゴ
ン
で
す
が
、
実
は
両
者
の
間
に
は
、
か

な
り
の
違
い
が
あ
る
の
で
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
竜
に
加
え
て
一
角
獣
、

鳳
凰
、
人
魚
と
い
っ
た
代
表
的
な
想
像
上
の
動

物
に
つ
い
て
、
東
西
の
相
違
を
比
較
し
つ
つ
、

そ
れ
ぞ
れ
の
姿
の
変
遷
を
た
ど
り
ま
す
。
文
章

に
よ
る
記
述
だ
け
で
な
く
、
博
物
誌
や
絵
画
集

の
中
か
ら
選
ん
だ
図
版
や
絵
画
も
展
示
し
ま
す

の
で
、
皆
さ
ん
が
持
っ
て
い
る
竜
や
人
魚
の
イ

メ
ー
ジ
と
比
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。



｢

第
一
一
回

総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム｣

報
告

平
成
一
六
年
二
月
二
七
日
、
国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
大
会
議
室

に
お
い
て
、
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
た
。
参
加
館
六
〇
館
六
七
名
を
含
む
九
四
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
ま
ず
、
関
西
館
事
業
部
の
児
玉
図
書
館
協
力

課
長
か
ら
今
年
度
の
総
合
目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
の
経
過
を
報
告

し
、
今
後
の
展
開
と
し
て
、
平
成
一
六
年
度
初
頭
に
実
施
す
る
総
合

目
録
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
機
に
、
参
加
対

象
を
市
区
町
村
立
図
書
館
分
館
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
、
一
〇
月
以
降

に
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
般
公
開
す
る
こ

と
を
示
し
た
。
次
に
、
長
嶺
図
書
館
協
力
課
総
合
目
録
係
長
か
ら
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
般
公
開
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
参
加
館
に
よ

る
一
般
公
開
用
画
面
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
こ
と
、
シ
ス
テ

ム
の
使
い
方
等
に
係
る
研
修
会
の
持
ち
方
、
事
業
運
用
に
係
る
課
題

検
討
の
場
の
設
定
等
、
今
後
の
事
業
展
開
に
向
け
て
の
具
体
的
な
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
報
告
し
た
。
続
い
て
、
梶
田
図
書
館
協
力
課
副
主
査

か
ら
、
シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
内
容
に
つ
い
て
、
画
面
の
デ
モ

を
交
え
て
報
告
を
行
っ
た
。

参
加
館
か
ら
は
、
宮
城
県
図
書
館
椙
本
哲
弥
氏
か
ら
、
宮
城
県
の

相
互
貸
借
業
務
に
関
す
る
状
況
報
告
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
島
根
県
斐

川
町
立
図
書
館
長
白
根
一
夫
氏
か
ら
は
、
昨
年
一
〇
月
に
開
館
し
た

同
館
の
活
動
紹
介
と
と
も
に
、
町
立
図
書
館
の
立
場
か
ら
、
相
互
貸

借
の
円
滑
な
運
用
に
あ
た
っ
て
は
、

近
く
の
所
蔵
館
へ
の
依
頼
を
優
先
す

る
、
と
い
う
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
の

大
切
さ
に
つ
い
て
意
見
が
述
べ
ら
れ

た
。意

見
交
換
で
は
、
シ
ス
テ
ム
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
の
内
容
に
関
す
る
具
体
的
な
質

問
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
ほ
か
、
総
合

目
録
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
一
般
公
開

に
あ
た
っ
て
、
利
用
者
に
資
料
の
利

用
に
際
し
て
は
ま
ず
近
く
の
図
書
館

に
問
い
合
わ
せ
る
と
い
う
手
順
へ
の

理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
の
必
要
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
当
館
か
ら
は
、

一
般
公
開
用
画
面
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
表
示
等
に
つ
い
て
、
参
加
館
の
意

見
を
反
映
す
る
こ
と
を
述
べ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
へ
の
協
力
を
重
ね
て

依
頼
し
た
。

な
お
、
平
成
一
六
年
四
月
現
在
の
参
加
館
数
は
八
四
〇
館
、
う
ち

デ
ー
タ
提
供
館
は
四
八
館
で
あ
る
。
平
成
一
六
年
度
の
新
規
参
加
館

募
集
は
四
月
九
日
か
ら
国
立
国
会
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て

行
う
。
新
規
参
加
館
が
シ
ス
テ
ム
の
利
用
を
開
始
す
る
の
は
、
一
〇

月
か
ら
の
予
定
で
あ
る
。

(

関
西
館
事
業
部
図
書
館
協
力
課)
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一

は
じ
め
に

納
本
制
度
審
議
会
で
は
現
在
、
国
立
国
会
図
書
館
長
か
ら
の
諮
問

を
受
け
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物

(

以
下
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

系)

の
制
度
に
基
づ
く
収
集
に
つ
い
て
、
平
成
一
六
年
末
の
答
申
へ

向
け
て
調
査
審
議
が
行
わ
れ
て
い
る

(

注
１)

。

こ
の
審
議
に
資
す
る
た
め
、
筆
者
は
、
平
成
一
五
年
一
〇
月
五
日

か
ら
一
〇
月
二
五
日
に
か
け
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
に
と
り

わ
け
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
国
立
図
書
館
等
を
訪
問
し
、
納
本
制

度
に
つ
い
て
調
査
し
た

(

注
２)

。
今
回
の
調
査
に
お
い
て
は
、
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
を
制
度
化
す
る
に
あ
た
っ
て
論
点
と
な
る
法
制

度
面
に
関
す
る
事
項

(

補
償
の
有
無
、
自
由
な
表
現
の
萎
縮
、
著
作

権
問
題
等)

に
重
点
を
置
い
た
。
本
稿
で
は
、
そ
の
調
査
の
概
要
を

紹
介
す
る
。

(

注
１)

納
本
制
度
審
議
会
に
関
し
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
:/

/

w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

―｢

国
立
国
会
図
書
館
に
つ
い
て｣

―｢

納
本

制
度｣

―｢

納
本
制
度
審
議
会｣)

参
照
。

(

注
２)

調
査
当
時
の
筆
者
の
所
属
は
、
収
集
部
収
集
企
画
課
納
本
制
度
係
。

二

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
で
は
納
本
法
に
よ
り
、
図
書
、
逐
次
刊
行
物
、
地

図
、
オ
ー
デ
ィ
オ
・
ビ
ジ
ュ
ア
ル
資
料
等
に
つ
い
て
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
国
立
図
書
館
等
に
対
す
る
六
部
の
納
入
が
定
め
ら
れ
て
い
る

(

現

行
納
本
法
は
一
九
八
一
年
施
行)

。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
で
は
納
入
に
対
し
て
補
償
を
行
っ
て

い
な
い
。
納
入
を
課
す
こ
と
に
よ
っ
て
発
行
者
側
に
生
じ
る
損
失
が

大
き
く
な
い
た
め
、
納
本
制
度
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
財
産
権
の
侵

害
に
は
当
た
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
納
入
を
怠
っ
た
者
に

対
す
る
罰
金
制
度
は
存
在
し
て
い
る
が
、
実
際
に
は
使
わ
れ
て
い
な

い
。同

館
で
は
現
在
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
全
体
の
ウ
ェ
ブ
情
報
を
実
験
的
に

収
集
し
て
い
る
。
現
時
点
で
は
利
用
に
は
供
し
て
い
な
い
。
近
く
納

本
制
度
を
改
め
、
従
来
の
出
版
物
に
加
え
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
納

本
対
象
に
組
み
入
れ
る
こ
と
を
考
え
て
い
る

(

新
納
本
制
度
は

二
〇
〇
五
年
施
行
予
定)

。

新
制
度
に
お
い
て
は
、
公
衆
が
自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
系
と
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
て
い
る
も
の
と
の
間
で
収
集
方

法
を
別
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
に
制
限
の
な
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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(

海
外
出
張
報
告)

北
欧
諸
国
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
電
子
出
版
物
納
入
に
関
す
る
制
度

相

原

雅

樹



ク
系
は
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
立
図
書
館
の
ロ
ボ
ッ
ト

(

収
集
用
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア)

に
よ
る
自
動
的
収
集
で
収
集
・
保
存
さ
れ
る
。
一
般
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
ア
ク
セ
ス
が
制
限
さ
れ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
系
も
収
集
対
象
と
な
り
、
ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
っ
て
収
集
で
き

な
い
資
料
は
発
行
者
が
同
館
に
送
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
収
集
が
技
術
的
に
困
難
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。

収
集
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
は
、
全
国
六
か
所
の
図
書
館
お
よ
び

フ
ィ
ル
ム
・
ア
ー
カ
イ
ブ
に
お
い
て
館
内
で
の
利
用
に
供
さ
れ
る
予

定
で
あ
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
利
用
に
供
す
る
こ
と
は
予
定
さ

れ
て
い
な
い
。

図
書
館
に
よ
る
収
集
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
自
由
な
表
現
を
萎

縮
さ
せ
る
効
果

(

萎
縮
効
果)

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
個
人
が
出
版

す
る
自
費
出
版
物
を
納
本
制
度
に
基
づ
い
て
収
集
し
て
い
る
の
と
同

様
に
考
え
、
表
現
の
自
由
を
脅
か
す
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
考
え
て
い

な
い
。
収
集
し
た
資
料
を
利
用
に
供
す
る
際
の
著
作
権
問
題
に
関
し

て
は
、
著
作
権
法
を
改
正
し
て
対
応
す
る
予
定
で
あ
る
。

収
集
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
中
に
違
法
な
内
容
を
含
む
も
の
が
あ

れ
ば
、
削
除
す
る
か
ア
ク
セ
ス
を
制
限
す
る
こ
と
に
な
る
。

三

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
納
本
制
度
に
よ
れ
ば
、
図
書
、
逐
次
刊
行
物
等

出
版
物
は
通
常
七
部
を
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
図
書
館
等
に
納
入
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
九
九
三
年
以
降
、
納
入
対
象
に
は
Ｃ
Ｄ
‐

Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
含
ま
れ
て
い
る
。

納
入
に
対
す
る
補
償
は
行
っ
て
い
な
い
。
同
国
で
も
土
地
収
用
の

場
合
に
は
補
償
が
必
要
で
あ
る
が
、
図
書
等
の
納
入
は
そ
れ
と
事
情

が
異
な
る
の
で
、
納
入
に
対
し
補
償
を
行
わ
な
く
て
も
問
題
が
な
い

と
考
え
て
い
る
。
た
だ
し
、
納
入
に
要
す
る
郵
送
料
金
は
図
書
館
側

で
支
払
う
。
な
お
、
納
入
を
怠
っ
た
者
に
対
し
て
は
、
罰
金
が
課
せ

ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
現
在
、
未
納
入
者
に
対
し
初
の
訴
訟

が
進
ん
で
い
る
。
こ
の
訴
訟
は
納
本
制
度
の
原
則
を
守
る
た
め
に
あ

え
て
行
っ
た
も
の
だ
と
い
う
。

同
国
で
は
、
こ
れ

ま
で
納
本
制
度
と
は

別
に
、Ku

ltu
ra

rw
3

と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
よ
っ
て
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
全
体
の
ウ
ェ
ブ

情
報
を
実
験
的
に
収

集
し
、
王
立
図
書
館

内
で
公
開
し
て
い
る

(

紙
へ
の
印
刷
は
可

能
だ
が
、
デ
ジ
タ
ル

方
式
の
複
製
は
認
め

て
い
な
い)

。
こ
の

実
験
の
実
施
に
際
し

て
は
、
個
人
情
報
保
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護
法
の
規
定
に
抵
触
せ
ず
に
ウ
ェ
ブ
情
報
の
収
集
お
よ
び
利
用
提
供

を
行
い
得
る
範
囲
を
明
確
に
す
る
た
め
、
二
〇
〇
二
年
に
政
令
が
定

め
ら
れ
た

(

注
３)

。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
に
つ
い
て
は
、
近
い
う
ち
に
制
度
化
の

た
め
の
法
改
正
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
は
収
集

対
象
等
の
詳
細
は
未
確
定
で
あ
る
。
法
改
正
後
も
、
収
集
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
系
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開
す
る
こ
と
は
な
い
見
込
み

で
あ
る
。

同
館
で
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
に
伴
う
表
現
の
萎
縮
は
考
え

ら
れ
な
い
と
い
う
。
著
作
権
に
つ
い
て
も
、
図
書
館
に
よ
る
収
集
と

館
内
の
み
で
の
利
用
に
限
れ
ば
、
実
質
的
な
権
利
侵
害
に
は
当
た
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
取
扱
い
に
つ
い

て
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
有
無
は
、
法
務
長
官

が
判
断
し
、
図
書
館
が
独
自
に
判
断
す
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
。

(

注
３)

井
田
敦
彦

｢

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
国
立
図
書
館
の
ウ
ェ
ブ
・
ア
ー
カ
イ

ビ
ン
グ
に
関
す
る
政
令｣

『

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス』
二
七
五

号(

二
〇
〇
三
年)

参
照
。
同
誌
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
:/

/

w
w

w
.n

d
l.g

o
.jp

―｢

刊
行
物｣

―｢

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス｣

に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。)

四

ノ
ル
ウ
ェ
ー

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
現
行
納
本
制
度
で
は
、
紙
媒
体
の
出
版
物
お
よ
び

写
真
等
を
七
部
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
ラ
ナ
支
部
等
に
納
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
納
入
に
対
す
る
補
償
は
行
わ
ず
、
郵
送
料
金

も
送
付
す
る
側
が
負
担
す
る
。
納
入
を
怠
っ
た
者
に
対
す
る
罰
金
制

度
は
存
在
す
る
が
、
使
わ
れ
た
例
は
な
い
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
、
一
九
八
九
年
の
納
本
法
改
正
に
よ
り
、
媒
体

に
か
か
わ
り
な
く

｢

一
般
に
利
用
可
能
な
情
報
を
内
蔵
す
る
資
料｣

と
い
う
具
合
に
納
入
対
象
を
抽
象
的
に
定
義
し
た
た
め
、
現
時
点
で

も
す
で
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
が
納
入
対
象
に
含
ま
れ
る
と
解
し
て
い

る
。
た
だ
し
、
下
位
法
規
で
あ
る
規
則
に
よ
り
、
実
際
に
ラ
ナ
支
部

に
送
信
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
納
入
機
関

(

国
立
図
書
館)

か
ら
求
め
が
あ
っ
た
資
料
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
規
則
に
よ
り
収

集
し
て
い
る
の
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
上
の
学
位
論
文
、
逐
次
刊
行
物
、

報
告
書
等
で
あ
り
、
一
般
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
収
集
し
て
い
な
い
。

な
お
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
広
範
に
収
集
す
る
た
め
、
現
在
、
パ
ラ
デ
ィ

グ
マ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
計
画
に
基
づ
い
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
全

体
の
ウ
ェ
ブ
情
報
の
自
動
的
収
集
が
実
験
的
に
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
に
対
し
て
、
収
集
さ
れ
た
ペ
ー
ジ
を

｢

出
版｣

し
た
つ
も
り
は
な

い
と
い
う
個
人
か
ら
の
抗
議
が
あ
っ
た
も
の
の
、
新
聞
社
等
の
反
対

は
な
か
っ
た
と
い
う
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
図
書
館
を
所
管
す
る
文
化
教
会
省
の
決
定
は
ま

だ
行
わ
れ
て
い
な
い
が
、
今
後
規
則
の
改
正
に
よ
り
ウ
ェ
ブ
情
報
の

自
動
的
収
集
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
可
能
性
が
高
い
。
制
度
改
正
後

に
収
集
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
う
ち
、
分
類
・
整
理
さ
れ
て
全
国

書
誌
に
掲
載
さ
れ
る
の
は
全
体
の
一
％
程
度
に
な
る
と
想
定
し
て
い

る
。
現
行
著
作
権
法
で
は
、
館
内
で
の
利
用
の
み
が
可
能
で
あ
り
、
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同
館
も
他
の
国
と
同

様
、
収
集
し
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
系
を
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
公
開

す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

萎
縮
効
果
に
関
し

て
は
、
同
館
法
律
顧

問
か
ら
、
図
書
館
の

収
集
に
よ
り
自
由
な

表
現
が
萎
縮
す
る
と

考
え
る
の
で
あ
れ
ば

従
来
の
出
版
物
の
収

集
・
保
存
も
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と

い
う
趣
旨
の
発
言
が

あ
っ
た
。
納
入
さ
れ
た
出
版
物
は
、
広
義
の
研
究
目
的
に
の
み
利
用

で
き
る
た
め
、
著
作
権
者
へ
の
影
響
は
少
な
い
と
も
説
明
さ
れ
た
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
で
は
著
作
権
よ
り
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
問
題
が
む
し
ろ
重

大
で
あ
る
。
同
館
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
関
す
る
独
立
し
た
行

政
組
織
で
あ
る
デ
ー
タ
検
査
院
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
を
行

う
許
可
を
す
で
に
得
て
い
る
が
、
収
集
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
利

用
に
供
す
る
許
可
は
ま
だ
得
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
許
可
申
請
を
今

年
行
う
予
定
で
あ
る
。

｢

有
害
情
報｣

に
つ
い
て
は
、
図
書
館
の
任
務
は
保
存
に
あ
っ
て

検
閲
に
な
く
、
ま
た
将
来
価
値
を
持
つ
か
ど
う
か
を
今
知
る
こ
と
は

で
き
な
い
の
で
、
収
集
さ
れ
た
も
の
は
何
で
あ
れ
保
存
す
る
と
い
う
。

五

デ
ン
マ
ー
ク

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
一
九
九
七
年
に
納
本
法
を
改
正
し
、
デ
ン
マ
ー

ク
で
出
版
さ
れ
た

｢

完
結
し
、
独
立
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
限
ら

れ
た
量
の
情
報｣

を
納
入
対
象
と
し
た
。
当
時
は
、
こ
の
改
正
に
よ

り
、
出
版
に
用
い
ら
れ
た
技
術
に
か
か
わ
り
な
く
す
べ
て
の
出
版
物

に
納
入
義
務
が
生
じ
、
今
後
予
想
さ
れ
る
新
し
い
技
術
の
登
場
に
対

応
で
き
る
と
考
え
ら
れ
た
。
納
入
部
数
は
、
ど
の
媒
体
で
も
二
部
で

あ
る
。
な
お
、
一
般
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
完
結
し
て
い
る
と
は
い
え

な
い
た
め
、
納
入
対
象
と
な
ら
な
い
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
納
入
に
対
す
る
補
償
は
行
わ
れ
な
い
。
た
だ
し
、

高
額
の
出
版
物
の
場
合
は
こ
の
限
り
で
な
く
、
実
質
的
な
損
害
が
あ

れ
ば
補
償
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
事
態
は

非
常
に
ま
れ
で
あ
り
、
近
年
は
例
が
な
い
。
納
入
を
怠
っ
た
者
へ
の

罰
金
は
存
在
す
る
が
、
納
入
し
な
い
出
版
者
は
少
な
い
。

完
結
し
、
独
立
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系

(

報
告
書
等)

は
前
掲
の

定
義
に
よ
り
納
入
対
象
に
含
ま
れ
る
の
で
、
発
行
者
側
か
ら
の
通
知

に
基
づ
き
、
す
で
に
王
立
図
書
館
に
よ
っ
て
収
集
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
収
集
が
発
行
者
側
の
通
知
行
為
に
依
存
し
て
い
る
た
め
、
メ
ー

ル
で
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
新
聞
で
の
広
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
納
入

率
は
低
い
ま
ま
で
あ
る
。
収
集
さ
れ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
閲
覧
は
、
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王
立
図
書
館
内
の
特
定
の
機
器
一
台
で
の
み
可
能
で
あ
る
。
デ
ジ
タ

ル
で
の
複
製
は
で
き
な
い
。

デ
ン
マ
ー
ク
で
は
、n

eta
rch

iv
e.d

k

と
い
う
ウ
ェ
ブ
情
報
収
集

の
実
験
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
二
年
に
か
け
て

行
い
、
二
〇
〇
一
年
の
選
挙
に
関
す
る
ペ
ー
ジ
を
ロ
ボ
ッ
ト
で
収
集

し
た
。
こ
の
実
験
を
ふ
ま
え
て
制
度
の
改
正
が
検
討
さ
れ
た
結
果
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
に
関
わ
る
法
改
正
が
早
け
れ
ば
今
年
に
も

行
わ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
二
〇
〇
五
年
な
い
し
二
〇
〇
六
年
に
は
新

制
度
に
よ
る
収
集
が
始
ま
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

新
た
な
制
度
に
お
い
て
は
年
に
四
度
、
dk
ド
メ
イ
ン
を
中
心
に
自

動
的
収
集
を
行
う
。
こ
れ
に
加
え
て
選
択
的
収
集
お
よ
び
選
挙
な
ど

の
重
要
な
出
来
事
に
関
す
る
情
報
の
収
集
も
行
う
考
え
で
あ
る
。
技

術
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
継
続
的
に
更
新
さ
れ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
収

集
す
る
が
、
困
難
な
場
合
に
は
収
集
し
な
い
。
同
館
は
、
著
作
権
問

題
を
納
本
法
改
正
に
よ
り
解
決
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

法
改
正
後
の
新
制
度
に
お
い
て
も
利
用
は
極
め
て
限
定
さ
れ
る
。
利

用
の
詳
細
を
定
め
る
に
際
し
て
は
著
作
権
者
団
体
等
と
の
交
渉
も
必

要
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
・
保
存
が
萎
縮
効
果
を
生
む
お
そ
れ
に

つ
い
て
は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
保
存
に
関
し
て
二
〇
〇
一
年
か
ら

検
討
を
行
っ
た
デ
ン
マ
ー
ク
文
化
省
の
調
査
研
究
委
員
会
で
は
否
定

的
で
あ
っ
た
。
デ
ン
マ
ー
ク
に
お
い
て
納
本
制
度
は
三
〇
〇
年
以
上

の
伝
統
が
あ
り
、
納
本
制
度
に
対
す
る
不
信
は
存
在
し
な
い
と
い
う
。

た
と
え
個
人
の
日
記
で
あ
っ
て
も
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ひ
と
た
び

著
作
者
の
同
意
の
も
と
に
公
開
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
収
集
す
べ
き

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

自
動
的
収
集
に
よ
っ
て
不
正
確
な
情
報
が
収
集
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
う
る
が
、
そ
の
場
合
も
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
削
除
す
る
の
で
は
な

く
、
真
実
を
伝
え
る
注
意
書
を
電
子
的
に
添
付
す
る
に
と
ど
め
る
べ

き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

六

お
わ
り
に

北
欧
四
か
国
の
国
立
図
書
館
に
お
い
て
は
、
法
律
の
専
門
家
ま
で

含
め
て
、
表
現
の
萎
縮
等
が
、
そ
れ
ほ
ど
深
刻
視
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
は
予
想
外
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、(

一)

納
本
制
度

に
長
い
歴
史
が
あ
り
、
国
民
の
信
頼
を
得
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
、(

二)

納
本
制
度
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
収
集
対
象
が
す
で
に
広

範
で
あ
る
た
め
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
を
納
本
制
度
に
組
み
入
れ
る
こ

と
が
大
き
な
変
更
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
、(

三)

イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
普
及
率
が
高
く
、
ウ
ェ
ブ
情
報
の
保
存
に
つ
い
て
国
民
の

理
解
が
得
や
す
い
こ
と
の
三
点
が
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収
集
・
利
用
提
供
に
係
る
制
度
的
対
応
は
こ

こ
で
取
り
上
げ
た
北
欧
諸
国
で
も
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
当
館
に
お
い
て
、
日
々
消
失
し
て
い
く
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
系
の
収

集
を
制
度
化
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
世
界
各
国
の
動
向
に
も
留
意
し

な
が
ら
、
我
が
国
の
事
情
に
十
分
配
慮
し
た
対
応
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

納
本
制
度
審
議
会
の
今
後
の
審
議
に
注
目
し
た
い
。

(

あ
い
は
ら

ま
さ
き

総
務
部
企
画
・
協
力
課)
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憲
政
資
料
室
で
は
、
二
月
下
旬

か
ら
三
月
に
か
け
て

｢

清
水
澄
関

係
文
書

(

追
加
分)｣

、｢

松
本
剛

吉
関
係
文
書｣

お
よ
び

｢

上
塚
司

旧
蔵
文
書

(

追
加
分)

｣

を
公
開

し
た
。
各
文
書
の
概
要
は
、
次
の

と
お
り
で
あ
る
。

｢

清
水
澄
関
係
文
書(

追
加
分)｣

(

二
月
二
七
日
公
開)

清
水
澄(

一
八
六
八
〜
一
九
四
七)

は
、
行
政
裁
判
所
評
定
官
、
学
習

院
教
授
、
枢
密
院
書
記
官
等
を
経

て
、
行
政
裁
判
所
長
、
枢
密
顧
問

官
、
帝
国
美
術
院
長
等
を
歴
任
。

一
九
四
六
年
、
最
後
の
枢
密
院
議
長
に
就
任
し
た
が
、

翌
年
帝
国
憲
法
に
殉
じ
て
自
決
し
た
。

す
で
に
当
室
で
は
、
明
治
末
か
ら
昭
和
初
期
に
か

け
て
の
枢
密
院
議
案
資
料
や
行
政
裁
判
所
関
係
資
料

を
主
と
す
る

｢

清
水
澄
関
係
文
書｣

一
、二
一
五
点

を
寄
贈
に
よ
り
収
集
し
、
一
九
九
六
年
か
ら
公
開
し

て
き
た
。

今
回
の
追
加
分
は
、
昨
年
古
書
店
か
ら
購
入
し
た

も
の
で
あ
り
、
枢
密
院
関
係
以
外
に
、
清
水
の
自
筆

原
稿
類
や
何
種
類
か
の

｢

自
決
ノ
辞｣

等
が
含
ま
れ

て
い
る
。
特
に
宮
内
省
御
用
掛
と
し
て
、
大
正
天
皇

へ
帝
国
憲
法
を

｢

御
進
講｣

す
る
た
め
に
作
成
し
た

原
稿
類
が
ま
と
ま
っ
て
残
さ
れ
て
お
り
、
東
宮

(

昭

和
天
皇)

へ
の

｢

御
進
講｣

資
料
と
合
わ
せ
て
、
興

味
深
い
資
料
で
あ
る
。

｢

松
本
剛
吉
関
係
文
書｣

(

三
月
四
日
公
開)

松
本
剛
吉

(

一
八
六
二
〜
一
九
二
九)

は
逓
信
大

臣
秘
書
官
、
農
商
務
大
臣
秘
書
官
な
ど
を
経
て
、

一
九
〇
四
年
衆
議
院
議
員
に
当
選
。
そ
の
後
田
健
治

郎
逓
相
の
も
と
で
再
び
秘
書
官
を
務
め
、
一
九
一
九

年
に
田
が
台
湾
総
督
に
就
任
し
た
際
に
も
、
そ
の
秘

書
官
と
な
っ
た
。
一
九
二
七
年
貴
族
院
議
員
に
勅
選
。

山
県
有
朋
、
西
園
寺
公
望
の
両
元
老
を
は
じ
め
、
原

敬
、
平
田
東
助
な
ど
政
治
の
中
枢
に
位
置
す
る
人
々

の
間
を
往
復
し
て
情
報
を
収
集
、
提
供
し
、
政
界
の

情
報
通
と
し
て
重
用
さ
れ
た
。

松
本
家
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
一
一
七
点
の
資
料
の
う

ち
、｢

政
治
日
誌｣
九
冊

(

一
九
一
二
〜
二
八
年)

は
政
界
の
裏
面
情
報
が
詳
細
に
記
さ
れ
た
貴
重
な
資

料
で
あ
り
、
こ
の
翻
刻
で
あ
る『
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー

期
の
政
治

松
本
剛
吉
政
治
日
誌』
が
一
九
五
九
年

に
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
今
回
公
開
し
た
資
料
に
は
、

翻
刻
に
な
い
一
九
二
九
年
一
〜
二
月
の
日
誌
も
含
ま

れ
る
。
ほ
か
に
は
、
西
園
寺
、
田
、
平
田
な
ど
か
ら

松
本
に
宛
て
た
書
翰
や
電
報
が
大
半
を
占
め
る
。
特

に
、
高
橋
是
清
内
閣
の
改
造
問
題
か
ら
総
辞
職
に
至

る
時
期
に
書
か
れ
た
田
の
書
翰
、
電
報
が
ま
と
ま
っ

て
残
さ
れ
て
い
る
。

｢

上
塚
司
旧
蔵
文
書

(

追
加
分)｣

(

三
月
一
〇
日
公
開)

上
塚
司

(

一
八
九
〇
〜
一
九
七
八)

は
南
満
洲
鉄

道
株
式
会
社
社
員
、
衆
議
院
議
員
を
経
て
高
橋
是
清

の
秘
書
官
と
な
り
、
農
商
務
、
商
工
、
大
蔵
各
大
臣

時
の
政
務
を
補
佐
。
戦
後
は
第
一
次
吉
田
内
閣
大
蔵

政
務
次
官
、
衆
議
院
外
務
委
員
長
、
ア
マ
ゾ
ニ
ア
産

業
研
究
所
長
、
日
本
高
等
拓
殖
学
校
長
、
日
伯
中
央

協
会
理
事
長
等
を
歴
任
し
た
。

上
塚
司
旧
蔵
文
書
は
上
塚
家
か
ら
寄
託
を
受
け
た

も
の
で
、
憲
政
資
料
室
で
は
す
で
に
二
〇
〇
二
年

一
一
月
、
高
橋
是
清
伝
記
編
纂
関
係
を
中
心
と
し
た

資
料
八
五
点
を
公
開
し
て
い
る
。
今
回
公
開
分
の

一
七
六
点
に
も
、
演
説
速
記
や
著
述
類
と
い
っ
た
高

橋
是
清
関
係
資
料
が
含
ま
れ
る
が
、
大
部
分
は
上
塚

が
農
商
務
大
臣
秘
書
官
、
大
蔵
大
臣
秘
書
官
、
大
蔵

政
務
次
官
と
し
て
入
手
し
た
行
政
文
書
で
、
大
正
末

の
農
業
・
商
業
・
水
産
業
関
係
資
料
、
昭
和
前
期
の

租
税
・
予
算
・
預
金
部
資
金
運
用
委
員
会
関
係
資
料
、

戦
時
補
償
問
題
に
関
す
る
資
料
等
で
あ
る
。
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憲政資料室からのお知らせ



お 知 ら せ

電子展示会 ｢日本国憲法の誕生｣ の全面公開

昨年５月３日に当館ホームページ (http://www.ndl.go.jp－ ｢ギャラリー｣) で第

一期公開した電子展示会 ｢日本国憲法の誕生｣ が､ 平成16年５月３日の憲法記念日に

全面公開の運びとなりました｡ 新しくなったポイントは次のとおりです｡

掲載資料の大幅増加
連合国関連の資料を中心に､ 新たに約80点の資

料を追加しました｡ すでに公開している資料とあ

わせると､ 約180点の憲法制定過程の主要な資料

をご覧になれます｡

｢概説｣ ｢資料と解説｣ の改訂
｢概説｣ では憲法改正に大きな影響を与えた連

合国側の動向に関する解説を加え､ ｢資料と解説｣

では資料の増加にあわせ､ 資料解説を改訂・追加

しました｡

｢論点｣ ｢文書庫｣ の新設
｢論点｣ では､ 戦争放棄や二院制など主要な論点について､ 憲法に規定されるまで

の経緯や当時の様々な議論の内容を取り上げました｡ ｢文書庫｣ では､ 憲法制定に関

する一連の経過を示す文書を､ まとまった形で収録しました｡

電子展示会 ｢日本国憲法の誕生｣ は､ 国政審議､ 憲法史研究に､ あるいは学校の授

業など､ 様々な場面で活用していただけると思います｡ 内容が充実し､ 装いも新たに

なった電子展示会 ｢日本国憲法の誕生｣ をぜひご覧ください｡

なお､ この電子展示会の完成を記念して､ 憲法史研究者の古関彰一氏 (獨協大学教

授)､ ケネス・J・ルオフ氏 (米ポートランド州立大学助教授､ 同大学日本センター所

長) と､ 高見勝利当館専門調査員による座談会を行いました｡ 内容については近く本

誌に掲載予定です｡ こちらもどうぞご期待ください｡

電子展示会 ｢日本国憲法の誕生｣ ＵＲＬ
http://www.ndl.go.jp/constitution

問い合わせ先
国立国会図書館関西館事業部電子図書館課電子情報発信係

電話：0774-98-1487 (直通)
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衆議院で帝国憲法改正案の提案理
由を説明する金森大臣

(1946年７月１日)



お 知 ら せ

人文総合情報室コレクションコーナー (仮称) 開設のお知らせ

平成16年６月８日(火) から､ 本館２階人文総合情報室 (東京本館) 内にコレクショ

ンコーナー (仮称) を開設し､ 当室所蔵コレクション (蘆原英了コレクション､ 加藤

まこと展覧会図録コレクション､ クラップ・コレクション､ 布川文庫) を利用に供し

ます｡ また､ このコーナーで蘆原英了コレクションおよび布川文庫の資料の一部を展

示します｡

NDL-OPAC提供データの追加およびサービスの停止について

インターネットで提供している NDL-OPAC (http://opac.ndl.go.jp/index.html)

に､ ５月６日(木) 以降､ 約250万件のデータを追加します｡ その作業のため､５月２

日午前０時～６日午前７時の間､ 検索・申込みともサービスを停止します｡

東京本館､ 関西館の臨時休館等について

利用者サービス拡充のため10月から運用を予定している東京本館の新しいシステム

の稼働準備､ 切替作業の関係で､ 次のとおり､ 臨時休館し､ また､ 一部サービスを停

止いたします｡ なお､ 関西館､ 国際子ども図書館では､ NDL-OPAC (インターネッ

ト) サービス停止期間中､ 開館日でも OPAC 検索・申込みが利用できません｡ 利用

者の皆様にはご不便をおかけしますが､ ご了承ください｡

東京本館臨時休館日

６月22日～25日､ ７月26日､ ８月２日～３日､

９月22日､ ９月24日､ ９月27日～30日

関西館臨時休館日

６月22日～24日

NDL-OPAC (インターネット) 検索および申込みサービス停止

６月20日～21日､ ６月25日～27日､ ９月19日～23日

NDL-OPAC (インターネット) 申込みサービス停止

NDL-OPACでの検索はできますが､ 申込みができません｡

６月22日～24日

なお､ NDL-OPAC が停止する期間は､ 郵送・FAXによる複写申込み､ 貸出申込

みについても発送が遅れます｡
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国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
一
六
年
度
予
算
に
つ
い
て

国
の
平
成
一
六
年
度
予
算
は
、
平
成
一
六
年
三
月
二
六
日
に
成
立

し
た
。
国
立
国
会
図
書
館
の
平
成
一
六
年
度
歳
出
予
算
額
は
二
四
〇

億
六
、八
八
一
万
六
、〇
〇
〇
円
で
あ
る
。
前
年
度
の
当
初
予
算
額
と

比
較
す
る
と
約
二
億
円
の
増
額
と
な
っ
た
。

平
成
一
六
年
度
は
、
電
子
図
書
館
の
基
盤
整
備
、
東
京
本
館
庁
舎

改
修
等
の
施
設
整
備
を
行
う
ほ
か
、
東
京
本
館
の
閲
覧
室
等
の
再
配

置
を
行
い
、
開
館
日
・
開
館
時
間
を
拡
大
し
、
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を

図
る
た
め
の
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
た
。

平
成
一
六
年
度
予
算
の
主
要
項
目
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一

東
京
本
館
の
整
備

�

東
京
本
館
閲
覧
室
等
の
再
配
置

関
西
館
の
開
館
に
よ
り
東
京
本
館
か
ら
図
書
館
資
料
と
業
務
の
一

部
が
移
転
し
た
こ
と
に
伴
い
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で

進
め
て
き
た
東
京
本
館
の
書
庫
内
資
料
の
再
配
置
お
よ
び
そ
れ
に
付

随
し
た
閲
覧
室
・
事
務
室
の
再
配
置
を
引
き
続
き
行
う
。
平
成
一
六

年
度
は
計
画
の
最
終
年
度
と
し
て
、
約
一
億
六
、〇
〇
〇
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。

�

開
館
日
・
開
館
時
間
の
拡
大

東
京
本
館
閲
覧
室
の
整
備
が
終
了
し
た
後
、
平
成
一
六
年
一
〇
月

か
ら
、
東
京
本
館
の
開
館
日
・
開
館
時
間
を
拡
大
す
る
予
定
で
あ
る
。

こ
の
た
め
に
必
要
な
外

注
経
費
・
光
熱
水
料
等

と
し
て
、

約
一
億

九
、
〇
〇
〇
万
円
が
計

上
さ
れ
た
。

二

電
子
図
書
館
の
基

盤
整
備

�

電
子
図
書
館
基
盤

シ
ス
テ
ム
の
構
築

東
京
本
館
、
関
西
館

お
よ
び
国
際
子
ど
も
図

書
館
の
三
施
設
が
一
体

と
な
っ
て
機
能
し
、
有

機
的
に
連
携
し
た
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
電
子
図

書
館
基
盤
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
平
成
一
〇
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
。

平
成
一
六
年
度
は
、
来
館
利
用
者
管
理
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
必
要
な

経
費
等
約
三
〇
億
円
が
計
上
さ
れ
た
。

�

電
子
図
書
館
コ
ン
テ
ン
ツ
の
構
築

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
の
本
格
展
開
を
図
る
た
め
、
平
成
一
二
年

度
か
ら
段
階
的
に
コ
ン
テ
ン
ツ
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
が
、
平
成
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予算の費目別構成比 (平成16年度)

改革推進公共投資
事業償還金

0.7％

人人件件費費
4433..11％％

図書館資料収集経費
9.7％

その他の事務費等
21.3％

施設費
8.7％

業業務務のの情情報報
シシスステテムム化化経経費費

1166..55％％



一
六
年
度
に
お
い
て
も
明
治
期
刊
行
図
書
の
電
子
化
等
に
必
要
な
経

費
と
し
て
約
一
億
六
、〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

�

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
の
拡
充

科
学
技
術
情
報
の
迅
速
な
提
供
を
図
る
た
め
に
、
東
京
本
館
お
よ

び
関
西
館
に
お
い
て
電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
拡
充
す
る
た
め
の
経
費
約

二
億
三
、〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

�

帝
国
議
会
会
議
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

帝
国
議
会
会
議
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム

開
発
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
約
五
、〇
〇
〇
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

三

施
設
整
備

�

東
京
本
館
庁
舎
改
修
工
事

東
京
本
館
の
閲
覧
室
等
再
配
置
お
よ
び
情
報
通
信
基
盤
整
備
の
た

め
、
平
成
一
四
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
行
わ
れ
て
い
る
東
京
本
館

庁
舎
改
修
工
事
に
必
要
な
経
費
と
し
て
、
約
九
億

二
、〇
〇
○
万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

�

防
災
監
視
設
備
改
修
工
事
等

そ
の
他
東
京
本
館
に
係
る
施
設
整
備
と
し
て
、

防
災
監
視
設
備
の
改
修

(

約
三
億
八
、〇
〇
〇
万

円)

、
書
庫
棟
消
火
設
備
等
の
改
修
調
査

(

約

三
、〇
〇
〇
万
円)

、
新
館
書
籍
搬
送
設
備
の
改
修

(

約
一
億
一
、〇
〇
〇
万
円)

等
に
必
要
な
経
費
が

計
上
さ
れ
た
。
こ
の
う
ち
、
防
災
監
視
設
備
の
改

修
お
よ
び
新
館
書
籍
搬
送
設
備
の
改
修
に
つ
い
て

は
、
平
成
一
六
年
度
か
ら
三
か
年
の
国
庫
債
務
負

担
行
為

(

総
額
約
二
四
億
円)

が
認
め
ら
れ
た
。

�

関
西
館
第
二
期
建
設
用
地
取
得

平
成
一
四
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
関
西
館
第
二

期
建
設
用
地
の
取
得
に
つ
い
て
は
、
約
五
億

六
、〇
〇
〇
万
円
が
措
置
さ
れ
た
。

(

総
務
部
会
計
課)

517号／2004④ 国立国会図書館月報― 29―

平成16年度歳出予算額 (単位：千円)

(項) 国立国会図書館 21,808,474

人件費
経常事務費
図書館運営事務費
業務の情報システム化経費
図書館資料の購入費
立法調査業務経費
基本的書誌の機械編さんによる印刷刊行費
米国の日本占領関係資料等の収集費
資料保存対策費
特別事務処理費
視覚障害者に対する図書館サービス経費
海外移民関係資料の収集費
国際子ども図書館運営経費
新館維持管理経費
関西館運営経費
国会会議録フルテキスト･データベースシステム管理運用経費
東京本館閲覧室等再配置に伴う経費
科学技術関係資料の収集整備に必要な経費

10,370,855
400,768
758,780
3,970,899
861,146
343,340
31,665
80,464
109,584
196,135
29,576
10,696
683,674
592,005
2,167,447
85,204
160,084
956,152

(項) 国立国会図書館施設費 2,095,837

関西館用地取得費
東京本館改修工事費
東京本館防災監視設備改修費
新館書籍搬送設備改修費
東京本館書庫棟消火設備等改修調査費
東京本館庁舎整備費

556,243
916,838
384,127
107,783
30,551
100,295

(項) 改革推進公共投資事業償還金 164,505

計 24,068,816



都
市
交
通
の
歪
�
放
置
自
転
車
�
全
国
自
転

車
問
題
自
治
体
連
絡
協
議
会
10
年
の
事
跡

全

国
自
転
車
問
題
自
治
体
連
絡
協
議
会
編
・
刊

(

〒
176-
8501

練
馬
区
豊
玉
北
六
‐
一
二
‐
一)

二
〇
〇
二
・
六

一
八
九
頁

Ａ
５

(D
K

46-H
3)

自
転
車
は
中
途
半
端
な
乗
り
物
で
あ
る
と
思
う
。

自
転
車
は
本
来
、
車
道
を
走
る
べ
き
で
あ
る
が
、

実
際
に
走
っ
て
み
る
と
、
自
動
車
ほ
ど
の
存
在
感
が

な
い
た
め
か
、
ほ
と
ん
ど
邪
魔
者
で
あ
る
。
し
か
も
、

か
な
り
怖
い
。
と
は
い
え
、
歩
道
は
歩
行
者
の
た
め

の
道
、
今
度
は
歩
行
者
を
危
険
な
目
に
合
わ
せ
る
こ

と
も
あ
り
、
や
は
り
邪
魔
者
な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
自
転
車
を
駐
輪
す
る
場
所
と
い
う
の
も

難
し
い
。
駐
輪
場
が
あ
れ
ば
問
題
は
な
い
の
だ
ろ
う

が
、
ど
こ
で
も
、
駐
輪
場
が
整
備
さ
れ
て
い
る
と
は

限
ら
な
い
。
お
そ
ら
く
、
自
転
車
は
ど
こ
に
駐
輪
し

て
も
構
わ
な
い
、
と
考
え
て
い
る
人
も
い
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？

た
し
か
に
、
自
転
車
一
台
の
占
め
る
駐
輪
ス
ペ
ー

ス
は
決
し
て
大
き
く
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
私
た
ち

は
気
軽
に
駐
輪
し
て
し
ま
い
が
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、

駐
輪
す
る
自
転
車
の
数
次
第
で
、
そ
れ
は
社
会
問
題

と
な
る
。

本
書
は
、
放
置
自
転
車
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
る

全
国
自
転
車
問
題
自
治
体
連
絡
協
議
会

(

以
下
、
全

自
連)

の
一
〇
年
に
わ
た
る
活
動
の
記
念
誌
で
あ
る
。

こ
こ
で
い
う
放
置
自
転
車
と
は
、
通
勤
・
通
学
に

利
用
さ
れ
、
駅
周
辺
な
ど
に
放
置
さ
れ
て
い
る
自
転

車
を
お
も
に
対
象
と
し
て
い
る
。
放
置
自
転
車
が
問

題
に
な
り
始
め
た
の
が
昭
和
四
九
年
か
ら
と
い
わ
れ

て
お
り
、
約
三
〇
年
の
間
、
解
決
を
み
て
い
な
い
。

放
置
自
転
車
問
題
の
具
体
的
な
例
と
し
て
は
、
救

急
・
消
防
活
動
の
際
に
障
害
物
と
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
や
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
の
上
に
停
め
ら
れ
て

い
る
ケ
ー
ス
な
ど
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
、
本
来
、
自

動
車
や
歩
行
者
が
通
行
す
る
べ
き
場
所
を
占
拠
し
て

し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
放
置
自
転
車
問
題
に
対
し
て
、
当
初
か

ら
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
の
が
各
市
町
村
で
あ

る
。
一
般
的
に
市
町
村
の
取
組
み
は
、
駐
輪
場
の
設

置
お
よ
び
放
置
自
転
車
の
撤
去
が
中
心
で
あ
る
。
し

か
し
、
放
置
自
転
車
対
策
に
か
か
る
市
町
村
の
費
用

は
か
な
り
大
き
な
も
の
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
自

治
体
の
財
政
状
況
が
悪
化
す
る
中
、
そ
れ
ま
で
の
い

わ
ば
対
症
療
法
的
な
取
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と

は
、
費
用
対
効
果
の
視
点
か
ら
も
困
難
に
な
っ
て
い

た
。こ

の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
対
症
療
法
的
な
取
組
み

で
は
な
く
、
根
本
的
な
解
決
を
図
る
た
め
に
平
成
四

年
に
全
自
連
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

本
書
に
は
、
全
自
連
の
発
足
ま
で
の
様
々
な
い
き

さ
つ
や
発
足
後
の
取
組
み
、
そ
し
て
成
果
な
ど
が
各

種
資
料
を
交
え
て
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
。

自
治
体
と
い
う
縦
割
り
行
政
の
枠
を
越
え
て
全
国

組
織
を
結
成
す
る
と
い
う
行
為
に
対
す
る
冷
や
や
か

な
反
応
。
ま
た
、
放
置
自
転
車
と
い
う
、
知
名
度
の

低
い
問
題
に
対
す
る
無
関
心
。
放
置
自
転
車
問
題
担

当
者
た
ち
は
、
そ
う
し
た
壁
を
一
つ
一
つ
乗
り
越
え

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
そ
う
し
た
努
力
を
積
み
重
ね
た
結
果
、

平
成
五
年
に
は
、
不
完
全
な
形
な
が
ら
も
自
転
車
法

の
改
正
と
い
う
成
果
を
成
し
遂
げ
た
の
で
あ
る
。

現
在
、
自
転
車
は
手
軽
に
、
誰
で
も
利
用
す
る
こ

と
が
可
能
な
乗
り
物
で
あ
る
。
ま
た
、
環
境
へ
の
負

荷
の
小
さ
な
交
通
手
段
と
し
て
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
ま
だ
、
利
用
者
の
自
転
車
に
対
す
る
理

解
は
低
い
。
放
置
自
転
車
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に

は
、
利
用
者
一
人
一
人
の
意
識
を
改
革
す
る
こ
と
が

517号／2004④国立国会図書館月報 ― 30―

国立国会図書館は､ 法律

によって定められた納本

制度により､ 日本国内の

出版物を広く収集してい

ます｡ このコーナーでは､

主として取次店を通さな

い国内出版物を取り上げ

て､ ご紹介します｡



必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
最
近
の
ト
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て
触
れ
て
お

こ
う
。
平
成
一
五
年
一
二
月
に
豊
島
区
で
放
置
自
転

車
等
対
策
推
進
税
に
関
す
る
条
例
が
成
立
し
た
。
こ

れ
は
、
鉄
道
事
業
者
に
放
置
自
転
車
対
策
経
費
の
一

部
負
担
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
島
区

と
鉄
道
事
業
者
と
の
間
に
対
立
が
続
い
て
お
り
、
現

時
点
で
は
施
行
に
必
要
な
総
務
大
臣
の
同
意
が
得
ら

れ
て
な
い
。
自
転
車
文
化
が
未
熟
な
た
め
に
、
協
力

し
合
う
べ
き
二
者
が
対
立
を
続
け
て
い
る
こ
と
が
、

残
念
で
な
ら
な
い
。

(

行ゆ
く

武た
け

秀ひ
で

雄お)
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NDL news 当館の最近の動き

ア
ジ
ア
学
会

(

Ａ
Ａ
Ｓ)

・
東
亜
図
書
館

協
会

(

Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｌ)

二
〇
〇
四
年
年
次
総

会
お
よ
び
北
米
日
本
研
究
資
料
調
整
協
議

会

(

Ｎ
Ｃ
Ｃ)

会
議

Ａ
Ａ
Ｓ
・
Ｃ
Ｅ
Ａ
Ｌ
二
〇
〇
四
年
年
次
総
会
、

Ｎ
Ｃ
Ｃ
会
議
が
、
三
月
二
日
か
ら
七
日
、
米
国
・

サ
ン
デ
ィ
エ
ゴ
の
タ
ウ
ン
ア
ン
ド
カ
ン
ト
リ
ー
リ

ゾ
ー
ト
＆
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
当
館
か
ら
は
主
題
情
報
部
科
学
技
術･

経
済

課
主
査
奥
山
久
美
子
、
支
部
東
洋
文
庫
大
沼
宜
規

が
参
加
し
た
。

国
立
国
会
図
書
館
の
編
集
・
刊
行
物

カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア
ネ
ス

二
七
九
号

Ａ
４

一
六
頁

電
子
ジ
ャ
ー
ナ
ル
利
用
の
傾
向
と
対
策
／
イ
ン
ド

に
お
け
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
サ
イ
ト
ラ
イ
セ
ン
ス
の
実
践
―

国
家
的
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
Ｉ
Ｎ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
―
／
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
Ｄ
Ｉ
Ｙ
図
書
館

〈
動
向
レ
ビ
ュ
ー
〉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ア
ン
と
ナ
レ
ッ
ジ
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
／
中
国
図
書
館
界
に
お
け
る
ナ
レ
ッ

ジ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
動
向
／
デ
ジ
タ
ル
情
報
の
長

期
的
な
保
存
に
と
も
な
う
経
済
的
課
題

季
刊

四
二
〇
円

(

日)

外
国
の
立
法

立
法
情
報
・
翻
訳
・
解
説

第
二
一
九
号

Ａ
４

一
三
九
頁

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
国
民
投
票
制
度

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
児
童
虐
待
の
防
止
及

び
対
処
措
置
に
関
す
る
法
律

イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
都
市
廃
棄
物
埋
立
か
ら
の
脱

却
―
二
〇
〇
三
年
廃
棄
物
及
び
排
出
権
取
引
法

【
短
信
】

ア
メ
リ
カ：

連
邦
最
高
裁
判
所
、
テ
キ
サ
ス
州
の

ソ
ド
ミ
ー
禁
止
法
に
違
憲
判
決

フ
ラ
ン
ス：

｢

国
内
治
安
の
た
め
の
法
律｣

―
犯

罪
者
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
情
報
蓄
積
か
ら
国
旗
・
国
歌
侮
辱
罪

ま
で

ド
イ
ツ：

軍
隊
の
国
外
出
動
に
関
す
る
立
法
動
向

ロ
シ
ア：

ロ
シ
ア
に
お
け
る
連
邦
・
地
方
自
治
制

度
の
改
革

韓
国：

済
州
国
際
自
由
都
市
特
別
法
改
正
案

中
国：

証
券
投
資
基
金
法
の
制
定

タ
イ：

反
テ
ロ
政
令
の
公
布
と
違
憲
審
査

季
刊

二
、五
二
〇
円

(

紀)

(IS
B
N
4-87582-597-8)

レ
フ
ァ
レ
ン
ス

第
六
三
八
号

Ａ
４

八
二
頁

英
国
下
院
図
書
館：

過
去
、
現
在
そ
し
て
未
来
／

欧
州
連
合

(

Ｅ
Ｕ)

と
中
南
米
の
経
済
関
係
／
中
国

の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
―
歴
史
と
現
況
―
／
広
島
県
に
お

け
る
国
際
教
育
協
力
へ
の
取
組
み

(

現
地
調
査
報
告)

〈
短
報
〉
デ
ン
マ
ー
ク
の
政
党
助
成
制
度

月
刊

税
・
送
料
込
み

八
三
二
円

(

有)

入
手
の
お
問
い
合
わ
せ

東
京
都
中
央
区
新
川
一

一
一

一
四

(

日)

日
本
図
書
館
協
会(

〒104
-0033

)

〇
三(

三
五
二
三)

〇
八
一
二

東
京
都
品
川
区
南
品
川
六

二

一
〇

(

有)

有
隣
堂
印
刷
㈱(

〒140
-0004

)

〇
三(

五
四
七
九)

八
七
二
一

東
京
都
渋
谷
区
東
三

一
三

一
一

(

紀)

紀
伊
國
屋
書
店(

〒150
-8513

)

〇
三(

五
四
六
九)

五
九
一
八

特
に
記
載
の
な
い
も
の
は
税
込
価
格
で
す
。
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法
規
の
制
定

解
説

内
規
第
一
号
及
び
館
長
決
定
第
一
号
は
、
再
任

用
短
時
間
勤
務
職
員
の
採
用
開
始
等
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

館
長
決
定
第
二
号
は
、
選
書
協
力
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
課
に
、
関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課

を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

規
則
第
一
号
及
び
内
規
第
二
号
は
、
収
集
部
、

書
誌
部
、
主
題
情
報
部
及
び
関
西
館
の
課
及
び
係

の
事
務
に
つ
い
て
、
事
務
分
担
を
見
直
し
、
又
は

業
務
の
実
態
に
合
わ
せ
る
た
め
、
所
要
の
規
定
を

整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。

規
則
第
二
号
は
、
科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審

議
会
に
専
門
委
員
や
部
会
を
置
け
る
こ
と
と
す
る

こ
と
そ
の
他
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行
っ
た
も
の

で
あ
る
。

規
程
第
一
号
は
、
職
員
の
定
員
を
、
四
月
一
日

か
ら
定
員
削
減
及
び
再
任
用
短
時
間
勤
務
職
員
へ

の
振
替
に
伴
い
、
三
人
減
員
の
九
百
十
六
人
と
し

た
後
、
東
京
本
館
の
改
修
後
そ
の
開
館
日
・
開
館

時
間
を
拡
大
す
る
こ
と
等
に
伴
い
、
十
月
一
日
か

ら
、
二
十
一
人
増
員
の
九
百
三
十
七
人
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

以
上
の
法
規
は
、
い
ず
れ
も
平
成
十
六
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

(

内
規
第
一
号)

国
立
国
会
図
書
館
文
書
保
存
区
分
内
規
等
の

一
部
を
改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
制
定)

(

国
立
国
会
図
書
館
文
書
保
存
区
分
内
規
の
一
部

改
正)

第
一
条

国
立
国
会
図
書
館
文
書
保
存
区
分
内
規

(

平
成
二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
七
号)

の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
の
一
12
中

｢

非
常
勤
職
員｣

の
下
に

｢(
国
会
職
員
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五

号)
第
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間

勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
を
除
く
。
以
下
同
じ
。)｣

を
加
え
る
。

(

国
立
国
会
図
書
館
記
章
、
職
員
身
分
証
明
書
及

び
記
章
帯
用
証
内
規
の
一
部
改
正)

第
二
条

国
立
国
会
図
書
館
記
章
、
職
員
身
分
証
明

書
及
び
記
章
帯
用
証
内
規

(
昭
和
三
十
八
年
国
立

国
会
図
書
館
内
規
第
九
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
一
条
第
一
項
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第

二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

二

国
会
職
員
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八

十
五
号)

第
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

第
一
条
第
二
項
第
一
号
中

｢

前
項
第
三
号｣

を

｢

前
項
第
二
号
又
は
第
四
号｣

に
改
め
る
。

(

国
立
国
会
図
書
館
職
員
兼
業
取
扱
内
規
の
一
部

改
正)

第
三
条

国
立
国
会
図
書
館
職
員
兼
業
取
扱
内
規

(

昭
和
四
十
六
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中｢

非
常
勤
職
員｣

の
下
に｢(

国
会
職

員
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号)

第
十

五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短
時
間
勤
務
の
職

を
占
め
る
職
員
を
除
く
。)｣

を
加
え
、｢

国
会
職
員

法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十
五
号)

｣

を

｢

同
法｣

に
、｢

及
び
同
法｣

を｢

又
は｣

に
改
め
る
。

(

国
立
国
会
図
書
館
資
料
職
員
等
貸
出
内
規
の
一

部
改
正)

第
四
条

国
立
国
会
図
書
館
資
料
職
員
等
貸
出
内
規

(

昭
和
六
十
二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
十
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条

(

見
出
し
を
含
む
。)

中

｢

貸
出｣

を

｢

貸
出
し｣

に
改
め
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
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第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

国
会
職
員
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八

十
五
号)

第
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

第
十
一
条
第
一
項
中

｢

第
二
条
第
一
号｣

の
下

に｢

及
び
第
二
号｣
を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

｢

第

二
条
第
二
号｣

を

｢

第
二
条
第
三
号｣

に
改
め
る
。

(

国
立
国
会
図
書
館
職
員
等
書
庫
立
入
内
規
の
一

部
改
正)

第
五
条

国
立
国
会
図
書
館
職
員
等
書
庫
立
入
内
規

(

昭
和
六
十
二
年
国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
十
一

号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
第
三
号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を

第
三
号
と
し
、
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え

る
。二

国
会
職
員
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八

十
五
号)

第
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す

る
短
時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

館
長
決
定
第
一
号)

非
常
勤
職
員
の
職
名
に
関
す
る
件
及
び
国
立

国
会
図
書
館
記
章
、
職
員
身
分
証
明
書
及
び

記
章
帯
用
証
内
規
の
運
用
に
つ
い
て
の
一
部

を
改
正
す
る
件

(

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
制
定)

(

非
常
勤
職
員
の
職
名
に
関
す
る
件
の
一
部
改
正)

１

非
常
勤
職
員
の
職
名
に
関
す
る
件

(

昭
和
四
十

八
年
館
長
決
定
第
二
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
一
項
中

｢

国
立
国
会
図
書
館
の｣

を
削
り
、

｢

職
名
は｣

の
下
に

｢

、
別
に
定
め
る
も
の
及
び

次
項
に
掲
げ
る
も
の
を
除
き｣

を
加
え
、
第
五
号

を
第
六
号
と
し
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

相
談
員

(

非
常
勤)

第
二
項
を
第
三
項
と
し
、
第
一
項
の
次
に
次
の

一
項
を
加
え
る
。

２

国
会
職
員
法

(

昭
和
二
十
二
年
法
律
第
八
十

五
号)

第
十
五
条
の
五
第
一
項
に
規
定
す
る
短

時
間
勤
務
の
職
を
占
め
る
職
員
の
職
名
は
、
次

の
と
お
り
と
す
る
。

一

司
書

(
再
任
用)

二

調
査
員

(

再
任
用)

三

参
事

(

再
任
用)

(

国
立
国
会
図
書
館
記
章
、
職
員
身
分
証
明
書
及

び
記
章
帯
用
証
内
規
の
運
用
に
つ
い
て
の
一
部
改

正)

２

国
立
国
会
図
書
館
記
章
、
職
員
身
分
証
明
書
及

び
記
章
帯
用
証
内
規
の
運
用
に
つ
い
て

(

昭
和
三

十
八
年
館
長
決
定
第
十
四
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
中

｢

第
一
条
第
一
項
第
三
号｣

を

｢

第

一
条
第
一
項
第
四
号｣

に
、｢

に
規
定
す
る｣

を

｢

第
一
項
に
掲
げ
る｣

に
改
め
る
。

第
二
項
中

｢

者
に
た
い
し
て
は｣

を

｢

も
の
に

対
し
て
は｣

に
、｢

第
一
条
第
一
項
第
三
号｣

を

｢

第
一
条
第
一
項
第
四
号｣

に
改
め
、｢

一
号
記
章｣

の
下
に

｢

及
び
身
分
証
明
書｣

を
加
え
る
。

附

則

本
件
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

館
長
決
定
第
二
号)

選
書
協
力
員
に
関
す
る
件
の
一
部
を
改
正
す

る
件

(

平
成
十
六
年
三
月
十
九
日
制
定)

選
書
協
力
員
に
関
す
る
件

(

平
成
十
四
年
館
長
決

定
第
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
項
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
五
号
を
第

六
号
と
し
、
第
四
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

関
西
館
資
料
部
文
献
提
供
課

附

則

本
件
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

規
則
第
一
号)

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
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す
る
規
則

(

平
成
十
六
年
三
月
二
十
三
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
組
織
規
則

(

平
成
十
四
年
国
立

国
会
図
書
館
規
則
第
一
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

第
四
十
条
第
七
号
中

｢
第
十
一
号｣

を

｢

第
十
号｣

に
改
め
る
。

第
四
十
五
条
第
七
号
中

｢
入
力
済
典
拠
デ
ー
タ
に

関
す
る
事
務
の
調
整
及
び｣

を
削
り
、
同
条
中
第
十

一
号
を
第
十
二
号
と
し
、
第
八
号
か
ら
第
十
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
七
号
の
次
に
次
の
一
号

を
加
え
る
。

八

入
力
済
典
拠
デ
ー
タ
に
関
す
る
事
務
の
調
整

に
関
す
る
こ
と
。

第
五
十
七
条
第
七
号
中

｢

科
学
技
術
資
料
整
備
審

議
会｣

を

｢

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会｣

に

改
め
、
同
号
を
同
条
第
八
号
と
し
、
同
条
中
第
六
号

を
第
七
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号

ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
条
第
二
号
中

｢

前
号｣

を

｢

第

一
号｣

に
改
め
、｢

選
書｣

の
下
に

｢(

関
西
館
の
所

掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

を
加
え
、
同
号
を
同

条
第
三
号
と
し
、
同
条
第
一
号
の
次
に
次
の
一
号
を

加
え
る
。

二

科
学
技
術
分
野
に
関
す
る
図
書
館
資
料
の
選

書
に
関
す
る
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
六
十
六
条
第
二
号
中

｢

及
び
総
合
閲
覧
室
所
属

の
参
考
資
料
の
選
定
に
関
す
る
こ
と｣

を｢

、
レ
フ
ァ

レ
ン
ス
並
び
に
書
誌
又
は
目
録
の
作
成
及
び
提
供
に

関
す
る
こ
と

(

事
業
部
及
び
ア
ジ
ア
情
報
課
の
所
掌

に
属
す
る
も
の
を
除
く
。)｣

に
改
め
、
同
条
中
第
五

号
を
削
り
、
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
同
条
第
三
号

中

｢

収
集
し
た
前
号
の
図
書
館
資
料｣

を

｢

関
西
館

所
属
の
収
集
資
料｣

に
改
め
、
同
号
を
同
条
第
四
号

と
し
、
同
条
第
二
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

関
西
館
所
属
の
図
書
館
資
料
の
選
定
に
関
す

る
こ
と

(

ア
ジ
ア
情
報
課
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。)

。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

規
則
第
二
号)

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
規
則
の
一

部
を
改
正
す
る
規
則

(

平
成
十
六
年
三
月
二
十
三
日
制
定)

科
学
技
術
関
係
資
料
整
備
審
議
会
規
則

(

昭
和
三

十
六
年
国
立
国
会
図
書
館
規
則
第
三
号)

の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中

｢

学
識
、

経
験｣

を

｢

学
識
経
験｣

に
改
め
、
同
項
を
同
条
第

二
項
と
し
、
同
条
中
第
四
項
を
第
三
項
と
し
、
同
条

に
次
の
三
項
を
加
え
る
。

４

審
議
会
に
、
委
員
長
を
置
き
、
委
員
の
互
選
に

よ
つ
て
こ
れ
を
定
め
る
。

５

委
員
長
は
、
会
務
を
総
理
し
、
審
議
会
を
代
表

す
る
。

６

委
員
長
に
事
故
が
あ
る
と
き
は
、
委
員
長
が
あ

ら
か
じ
め
指
名
す
る
委
員
が
、
そ
の
職
務
を
代
理

す
る
。

第
四
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
三
条
第
一
項
中

｢

委
員｣

の
下
に

｢

及
び
専
門

委
員｣

を
加
え
、
同
条
第
二
項
中

｢

指
名
す
る｣

を

｢

任
命
す
る｣

に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
二
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。

(

専
門
委
員)

第
三
条

審
議
会
に
、
専
門
の
事
項
を
調
査
さ
せ
る

た
め
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
専
門
委
員
を
置
く
こ

と
が
で
き
る
。

２

専
門
委
員
は
、
科
学
技
術
に
関
す
る
学
識
経
験

の
あ
る
者
の
う
ち
か
ら
、
館
長
が
委
嘱
す
る
。

３

専
門
委
員
は
、
当
該
専
門
の
事
項
に
関
す
る
調

査
が
終
了
し
た
と
き
は
、
解
嘱
さ
れ
る
も
の
と
す

る
。

(

部
会)

第
四
条

審
議
会
に
、
部
会
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。
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(
雑
則)

第
七
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事

の
手
続
そ
の
他
審
議
会
の
運
営
に
関
し
必
要
な
事

項
は
、
委
員
長
が
審
議
会
に
諮
つ
て
定
め
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

内
規
第
二
号)

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規
の
一
部
を

改
正
す
る
内
規

(

平
成
十
六
年
三
月
二
十
三
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
事
務
分
掌
内
規

(

平
成
十
四
年

国
立
国
会
図
書
館
内
規
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
七
十
一
条
第
一
号
中

｢

第
七
号｣

を

｢

第
六
号｣

に
改
め
る
。

第
七
十
四
条
第
六
号
を
削
る
。

第
八
十
八
条
中
第
六
号
を
第
七
号
と
し
、
第
三
号

か
ら
第
五
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
第
二
号

の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

典
拠
フ
ァ
イ
ル
の
作
成
、
維
持
及
び
管
理
に

関
す
る
こ
と
。

第
八
十
九
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第
一

号
と
し
、
同
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

入
力
済
典
拠
デ
ー
タ
に
関
す
る
事
務
の
調
整

に
関
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
六
条
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
の
依
頼
の
受
理
及
び
そ
の
処

理
に
係
る
情
報
シ
ス
テ
ム
の
運
用
及
び
管
理
に

関
す
る
こ
と
。

第
百
二
十
七
条
第
二
号
中

｢

シ
ス
テ
ム｣

を

｢

情

報
シ
ス
テ
ム｣

に
改
め
る
。

第
百
三
十
一
条
中
第
四
号
を
第
五
号
と
し
、
第
三

号
を
第
四
号
と
し
、
第
二
号
を
第
三
号
と
し
、
第
一

号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

二

科
学
技
術
分
野
に
関
す
る
図
書
館
資
料
の
選

書
に
関
す
る
事
務
の
調
整
に
関
す
る
こ
と
。

第
百
五
十
七
条
第
三
号
中

｢

及
び
レ
フ
ァ
レ
ン
ス｣

を
｢

、
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
並
び
に
書
誌
又
は
目
録
の
作

成
及
び
提
供
に
関
す
る
こ
と｣

に
改
め
、｢

並
び
に

総
合
閲
覧
室
所
属
の
参
考
資
料
の
選
定
に
関
す
る
こ

と｣

を
削
り
、
同
条
中
第
十
一
号
を
第
十
二
号
と
し
、

第
四
号
か
ら
第
十
号
ま
で
を
一
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、

第
三
号
の
次
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

四

関
西
館
所
属
の
図
書
館
資
料
の
選
定
に
関
す

る
こ
と

(

ア
ジ
ア
情
報
課
の
所
掌
に
属
す
る
も

の
を
除
く
。)

。

第
百
六
十
五
条
中
第
二
号
を
削
り
、
第
三
号
を
第

二
号
と
し
、
第
四
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
を
一
号
ず

つ
繰
り
上
げ
る
。

第
百
六
十
六
条
中
第
一
号
を
削
り
、
第
二
号
を
第

一
号
と
し
、
第
三
号
か
ら
第
六
号
ま
で
を
一
号
ず
つ

繰
り
上
げ
る
。

附

則

こ
の
内
規
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行

す
る
。

(

規
程
第
一
号)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
定
員
規
程
の
一
部
を

改
正
す
る
規
程

(

平
成
十
六
年
四
月
一
日
制
定)

国
立
国
会
図
書
館
職
員
定
員
規
程

(

昭
和
三
十
三

年
国
立
国
会
図
書
館
規
程
第
一
号)

の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

本
則
中

｢

九
百
十
九
人｣

を

｢

九
百
三
十
七
人｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
程
は
、
平
成
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施

行
す
る
。

２

こ
の
規
程
に
よ
る
改
正
後
の
国
立
国
会
図
書
館

職
員
定
員
規
程
本
則
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
定

員
は
、
平
成
十
六
年
九
月
三
十
日
ま
で
の
間
は
、

九
百
十
六
人
と
す
る
。
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お
も
な
人
事

総
務
事
務
官

中
田

睦

国
立
国
会
図
書
館
支
部
総
務
省
図
書
館
長
を
免
ず
る

総
務
事
務
官

田
中

栄
一

国
立
国
会
図
書
館
支
部
総
務
省
図
書
館
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
六
年
一
月
六
日
付
け

検

事

黒
川

弘
務

国
立
国
会
図
書
館
支
部
法
務
図
書
館
長
を
免
ず
る

検

事

大
谷

晃
大

国
立
国
会
図
書
館
支
部
法
務
図
書
館
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
六
年
一
月
十
六
日
付
け

(

収
集
部
長)

司

書

千
代

正
明

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主
任

を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
付)

専
門
調
査
員

坂
本

幸
一

調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
主
任

を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
主
任
・

総
合
調
査
室
付
兼
務)

同

岩
間
大
和
子

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
兼
務
を
解
く

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
主
幹
・
財

政
金
融
調
査
室
付
兼
務)

調
査
員

岩
城

成
幸

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任
を
命

ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付

主
幹)

同

土
屋

恵
司

国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
海
外
立
法
情
報
調
査
室
付
を

命
ず
る

(
書
誌
部
長)

司

書

原
田

公
子

収
集
部
長
を
命
ず
る

(

関
西
館
資
料
部
長)

同

村
上

正
志

書
誌
部
長
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
長)

調
査
員

大
山

英
久

主
幹
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
付
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
長
事

務
取
扱
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
調
査
室
付
主
幹
・

社
会
労
働
課
長
事
務
取
扱)

同

山
崎

隆
志

調
査
及
び
立
法
考
査
局
総
合
調
査
室
付
を
命
ず
る

(

書
誌
部
付
司
書
監)

司

書

那
須

雅
�

収
集
部
付
を
命
ず
る

(

関
西
館
付
主
任
司
書)

同

阿
部

治

司
書
監
を
命
ず
る

収
集
部
付
を
命
ず
る

兼
ね
て
関
西
館
付
を
命
ず
る

(

主
題
情
報
部
新
聞
課
長)

同

川
上

章
雄

司
書
監
を
命
ず
る

主
題
情
報
部
付
を
命
ず
る

兼
ね
て
資
料
提
供
部
付
を
命
ず
る

(

収
集
部
付
司
書
監)

同

村
山

�
雄

関
西
館
資
料
部
長
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
電
子
情
報
サ
ー
ビ
ス
課
課

長
補
佐)

調
査
員

桐
原

猛

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

主
任
参
事
を
命
ず
る
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総
務
部
付
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
政
治
議
会
課
主
査)

同

齋
藤

純
子

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

主
任
参
事
を
命
ず
る

総
務
部
付
を
命
ず
る

(

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
課
長
補
佐)

司

書

藤
田

和
人

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

主
任
参
事
を
命
ず
る

総
務
部
付
を
命
ず
る

(

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
長)

同

田
屋

裕
之

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

総
務
部
企
画
・
協
力
課
長
を
命
ず
る

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
課
課
長
補

佐)

調
査
員

等

雄
一
郎

主
任
調
査
員
を
命
ず
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
外
交
防
衛
調
査
室
付
を
命
ず

る(

総
務
部
付
主
任
参
事)

参

事

中
川

秀
空

国
立
国
会
図
書
館
調
査
員
に
任
命
す
る

調
査
及
び
立
法
考
査
局
社
会
労
働
課
長
を
命
ず
る

(

関
西
館
付
主
任
司
書)

司

書

山
口

和
之

収
集
部
付
を
命
ず
る

(

資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長)

同

岡
村

光
章

収
集
部
収
集
企
画
課
長
を
命
ず
る

(

総
務
部
付
主
任
参
事)

参

事

中
村

規
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

主
任
司
書
を
命
ず
る

書
誌
部
付
を
命
ず
る

(

資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
課
長
補
佐)

司

書

福
士

輝
美

主
任
司
書
を
命
ず
る

資
料
提
供
部
付
を
命
ず
る

(

総
務
部
企
画
・
協
力
課
長)

参

事

齋
藤
友
紀
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

資
料
提
供
部
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
長
を
命
ず
る

(

国
会
分
館
参
考
課
長)

司

書

木
�

憲
男

主
題
情
報
部
新
聞
課
長
を
命
ず
る

(

収
集
部
収
集
企
画
課
長)

同

宇
津

純

国
会
分
館
参
考
課
長
を
命
ず
る

(

総
務
部
付
主
任
参
事)

参

事

武
藤

寿
行

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

関
西
館
事
業
部
電
子
図
書
館
課
長
を
命
ず
る

以
上
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付
け

元
職
員
に
対
す
る
叙
位

元
職
員
に
対
し
左
記
の
と
お
り
叙
位
が
あ
っ
た

記

(

元
国
立
国
会
図
書
館
専
門
調
査
員)

松
下

健
一

正
四
位
に
叙
す
る

平
成
十
六
年
二
月
一
日
付
け

職
員
の
転
任

(

文
部
科
学
省)

豊
田

裕
昭

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

(

国
土
交
通
省)

村
木

孝
行

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

(

大
阪
府
教
育
委
員
会)

南
口

守

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

(

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局)

藤
江

正
博

国
立
国
会
図
書
館
参
事
に
任
命
す
る

(

国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
附
属
図
書
館)藤

原

由
華
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国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

(

奈
良
県
教
育
委
員
会)

松
村

順
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

(

国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
附
属
図
書
館)筑

木

一
郎

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

(

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局)

小
野

孝

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

(

福
岡
県
教
育
委
員
会)

坂
梨

秀
子

国
立
国
会
図
書
館
司
書
に
任
命
す
る

以
上
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付
け

職
員
の
出
向

参

事

柴
谷

誠
一

大
阪
府
へ
出
向

司

書

鈴
木

陽
生

奈
良
県
教
育
委
員
会
へ
出
向

司

書

中
野
貴
世
子

奈
良
県
教
育
委
員
会
へ
出
向

司

書

�
口

敦
子

国
立
大
学
法
人
京
都
大
学
附
属
図
書
館
へ
出
向

司

書

池
田

澄
美

京
都
府
へ
出
向

以
上
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け

参

事

田
元

輝
彦

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局
へ
出
向

司

書

鈴
木

秀
樹

文
部
科
学
省
へ
出
向

調
査
員

尾
澤

恵

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
へ
出
向

以
上
平
成
十
六
年
四
月
一
日
付
け

専
門
調
査
員
の
退
職

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
議
会
官
庁
資
料
調
査
室
主

任)

専
門
調
査
員

大
竹

光
治

(

調
査
及
び
立
法
考
査
局
経
済
産
業
調
査
室
主
任)

専
門
調
査
員

亀
野

邁
夫

(
調
査
及
び
立
法
考
査
局
文
教
科
学
技
術
調
査
室
主

任)

専
門
調
査
員

土
屋

紀
義

以
上
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け

職
員
の
退
職

(

退
職
時
部
局)

総
務
部

司

書

菅
野

次
男

参

事

太
田
美
津
子

同

望
月

孝
義

同

中
澤

東
一

同

大
塚

國
夫

調
査
及
び
立
法
考
査
局

調
査
員

土
屋

順
子

同

田
中

�
夫

同

長
倉

紀
子

同

大
曲

祐
子

収
集
部

司

書

齋
�

�
子

同

田
鹿

博

同

河
合

利
夫

同

間
山
日
出
雄

同

丸
澤

勝
利

書
誌
部

同

宮
村
美
津
子

同

尾
崎

か
代

資
料
提
供
部

同

山
田

裕
子

同

山
本

昭
子

主
題
情
報
部

同

大
橋

一
雄

国
会
分
館

同

金
子
和
貴
子

以
上
平
成
十
六
年
三
月
三
十
一
日
付
け

517号／2004④国立国会図書館月報 ― 38―



遠

客

近

客

(

東
京
本
館)

平
成
一
五
年

一
一
月
五
日

(

〜
七
日)

韓
国
国
立
中
央
図
書
館

研
修
生
一
行
八
名

一
一
月
五
日

サ
ル
バ
シ
オ
ン･

ア
ル
ラ
ン
テ
氏

(

フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
中
央
図
書
館
長
、
現
京
都
大

学
東
南
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究
員)

、

ア
ラ
ン･

ス
プ
ー
ナ
ー
氏

(

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

公
共
図
書
館
職
員)

一
一
月
六
日

チ
ャ
ン
ド
ラ
・
シ
ャ
ハ
ニ
氏

(
米
国

議
会
図
書
館
保
存
科
学
室
長)

、
イ
ボ
ン
ヌ
・
カ

リ
グ
ナ
ン
氏

(

米
国
・
メ
リ
ー
ラ
ン
ド
大
学
図
書

館
保
存
修
復
部
長)

一
一
月
一
二
日

中
国
・
上
海
図
書
館
一
行
四
名

一
一
月
二
一
日

金
鍾
文

(

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ム
ン)

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
副
館
長
兼
支
援
研
修
部
長

一
行
三
名

一
一
月
二
八
日

ヘ
ン
ク
・
ポ
ル
ク
氏(

オ
ラ
ン
ダ
・

ハ
ー
グ
国
立
図
書
館)

、
マ
ン
フ
レ
ッ
ド
・
ア
ン

ダ
ー
ス
氏

(

ド
イ
ツ
・
Ｚ
Ｆ
Ｂ
社)

一
二
月
一
日

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

｢

国
際
ア
ン
デ

ル
セ
ン
賞
の
軌
跡｣

講
師
等
四
名

一
二
月
一
日

(

〜
一
二
日)

日
本
研
究
情
報
専
門

家
研
修
研
修
生
一
四
名

一
二
月
二
日

(

〜
五
日)

韓
国
国
会
図
書
館
訪
日

団
一
行
二
名

一
二
月
三
日

(

〜
五
日)

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ク

ラ
ー
ク
ソ
ン
氏

(

英
国
・
元
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド

大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
保
存
修
復
部
長)

、
ロ

バ
ー
ト
・
ミ
ン
チ
氏

(

英
国
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー

ド
大
学
ボ
ド
リ
ア
ン
図
書
館
保
存
修
復
部
修
補
製

本
課
主
任)

一
二
月
一
二
日

ミ
ニ
ャ
ク
・
ト
ル
ク
氏

(

ブ
ー
タ

ン
国
立
図
書
館
長)

一
二
月
一
五
日

ビ
ビ
ア
ン
・
ア
ゴ
ー
・
テ
ィ
ボ
ー

氏

(

ガ
ー
ナ
公
文
書
記
録
管
理
局
上
級
作
業
管
理

部
長)

、
韓
国
清
州
古
印
刷
博
物
館
学
芸
研
究
室

一
行
三
名
、
王
栄
国
氏

(

中
国
・
遼
寧
省
図
書
館

長)

、
石
麗
珍
氏

(

中
国
・
吉
林
省
図
書
館
長)

、

師
麗
梅
氏

(

中
国
・
黒
龍
江
省
図
書
館
副
館
長)

一
二
月
一
七
日

朴
燕
氏

(

中
国
国
家
図
書
館
図
書

採
選
編
目
部)

、
宋
安
莉
氏

(

中
国
国
家
図
書
館

出
版
社)

一
二
月
二
五
日

マ
ン
ド
ラ
・
フ
ィ
レ
モ
ン
・
マ
ブ
ー

ザ
氏

(

南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
・
ア
フ
リ
カ
民
族
会

議

(

Ａ
Ｎ
Ｃ)

政
策
担
当
ユ
ニ
ッ
ト)

平
成
一
六
年

一
月
二
六
日

国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

司
書
日
本
語
研
修
生
一
行
九
名

一
月
二
九
日

国
際
交
流
基
金
関
西
国
際
セ
ン
タ
ー

研
究
者
・
大
学
院
生
日
本
語
研
修
生
一
行
一
五
名

二
月
三
日

張
瑞
濱
氏

(

台
湾
・
国
立
国
父
紀
念
館

館
長)

二
月
四
日

ス
レ
イ
ン
・
ソ
ヴ
ァ
ニ
ー
氏

(

カ
ン
ボ

ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
講
師)

、
ジ
ェ
ー
ム
ズ
・

ミ
ハ
ル
コ
氏

(

米
国
・
Ｒ
Ｌ
Ｇ
会
長)

、
古
谷
夏

子
氏

(

米
国
・
Ｒ
Ｌ
Ｇ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー)

二
月
一
六
日

金
鍾
文

(

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ム
ン)

氏

(

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
副
館
長
兼
支
援
研
修
部

長)

、
梁
洪
錫

(

ヤ
ン
・
ホ
ン
ソ
ク)

氏

(

韓
国
・

同
納
本
課
長)

、
金
姫
順

(

キ
ム
・
ヒ
ー
ス
ン)

氏

(

韓
国
・
同
資
料
組
織
課
司
書)

二
月
一
七
日

ア
ッ
ザ
・
ワ
ハ
ビ
ー
氏

(

エ
ジ
プ
ト

人
民
議
会
・
議
会
担
当
大
臣
次
官)

＊

＊

＊

平
成
一
五
年
一
一
月
〜
一
六
年
二
月
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
、
一
件
一
名

(

学
校
・
大
学
関
係
以
外)

の

見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。

(

関
西
館)

平
成
一
五
年

一
一
月
六
日

三
重
県
図
書
館
協
会
二
三
名

一
一
月
一
〇
日

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
研
修
生
一

行
八
名

一
一
月
一
四
日

東
京
大
学
工
学
部
図
書
館
三
名

一
一
月
一
七
日

公
共
図
書
館
で
働
く
視
覚
障
害
者

職
員
の
会
一
九
名

517号／2004④ 国立国会図書館月報― 39―



一
一
月
一
七
日

(

〜
二
〇
日)

Ｒ

ラ
マ
チ
ャ
ン

ド
ラ
ン
氏

(

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
東
南
ア
ジ
ア
図
書

館
人
会
議
事
務
局
長)

、
Ｗ
・
Ａ
・
Ｌ
・
シ
ュ
ト

コ
フ
氏(
オ
ラ
ン
ダ
・
国
際
ア
ジ
ア
研
究
所
長)

、

Ａ
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
氏

(

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立

図
書
館
ア
ジ
ア
資
料
課
長)

、
Ｈ
・
Ｗ
・
リ
ー
氏

(

米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
長)

一
一
月
一
八
日

私
立
大
学
図
書
館
協
会
京
都
地
区

協
議
会
五
三
名
、
国
際
協
力
機
構
中
国
・
知
的
財

産
権
コ
ー
ス
研
修
生
一
五
名

一
一
月
一
九
日

金
鍾
文

(

キ
ム
・
ジ
ョ
ン
ム
ン)

韓
国
国
立
中
央
図
書
館
副
館
長
兼
支
援
研
修
部
長

一
行
三
名
、
陳
偉
氏
・
王
霞
氏

(

中
国
江
蘇
省
南

京
図
書
館)

、
石
川
県
立
図
書
館
二
名

一
一
月
二
〇
日

奈
良
県
高
等
学
校
図
書
館
研
究
会

二
九
名

一
一
月
二
六
日

上
野
点
字
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

三
八
名
、
神
戸
市
立
点
字
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

三
二
名

一
一
月
二
七
日

福
岡
市
立
図
書
館
一
名

一
一
月
二
八
日

南
河
内
社
会
教
育
振
興
協
議
会
図

書
館
部
会
一
三
名

一
二
月
三
日

京
都
府
南
部
図
書
館
等
連
絡
協
議
会

一
七
名

一
二
月
四
日

和
歌
山
県
公
共
図
書
館
協
会
二
五
名
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
・
州
知
事
補
佐
官
一
行
二
名

一
二
月
五
日

西
濃
地
区
公
共
図
書
館
協
議
会
一
四

名
、
専
門
図
書
館
協
議
会
秋
期
セ
ミ
ナ
ー
参
加
者

三
〇
名

一
二
月
八
日

ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ク
ラ
ー
ク
ソ
ン

氏

(

英
国
・
元
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド
リ

ア
ン
図
書
館
保
存
修
復
部
長)

、
ロ
バ
ー
ト
・
ミ

ン
チ
氏

(

英
国
・
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
ボ
ド

リ
ア
ン
図
書
館
保
存
修
復
部
修
補
製
本
課
主
任)

一
二
月
一
一
日

九
州
大
学
図
書
館
二
名

一
二
月
一
二
日

兵
庫
県
私
立
学
校
図
書
館
協
議
会

一
七
名

一
二
月
一
五
日

大
阪
府
高
等
学
校
図
書
館
研
究
会

司
書
部
第
七
地
区
会
八
名

一
二
月
一
六
日

(

〜
一
九
日)

日
本
研
究
情
報
専

門
家
研
修
研
修
生
一
四
名

一
二
月
一
八
日

学
習
院
大
学
図
書
館
六
名

平
成
一
六
年

一
月
一
六
日

近
畿
地
区
国
公
立
大
学
図
書
館
協
議

会
四
〇
名

一
月
二
三
日

四
条
畷
市
立
図
書
館
協
議
会
一
一
名

一
月
二
六
日

郡
上
八
幡
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
図
書

館
四
名

一
月
二
九
日

九
州
大
学
附
属
図
書
館
芸
術
工
学
分

館
三
名

二
月
五
日

金
沢
大
学
附
属
図
書
館
二
名

二
月
六
日

鳥
取
県
立
境
高
等
学
校
図
書
館
一
名

二
月
九
日

猪
名
川
町
立
図
書
館
四
名

二
月
一
〇
日

ス
レ
イ
ン
・
ソ
ヴ
ァ
ニ
ー
氏

(

カ
ン

ボ
ジ
ア
・
プ
ノ
ン
ペ
ン
大
学
講
師)

、
茨
城
県
立

図
書
館
三
名

二
月
一
二
日

奈
良
県
公
共
図
書
館
部
会
一
七
名

二
月
一
三
日

京
都
府
図
書
館
等
連
絡
協
議
会
四
六

名
二
月
一
九
日

兵
庫
県
図
書
館
協
会
三
七
名

二
月
二
四
日

信
州
大
学
附
属
図
書
館
一
名

二
月
二
五
日

近
畿
病
院
図
書
館
協
議
会
一
五
名

二
月
二
七
日

山
形
大
学
附
属
図
書
館
一
名
、
北
海

道
教
育
大
学
附
属
図
書
館
一
名
、
韓
国
京
畿
道
図

書
館
一
行
二
六
名＊

＊

＊

平
成
一
五
年
一
一
月
〜
一
六
年
二
月
に
は
、
こ
の

ほ
か
に
、
学
校
関
係
一
〇
件
一
三
七
名
、
大
学
関
係

(

司
書
課
程
等)

一
四
件
二
七
〇
名
、
そ
の
他
一
二
〇

件
一
一
二
二
名
の
見
学
・
参
観
を
行
っ
た
。
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見
学
・
参
観
の
申
込
み

詳
し
く
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

国
立
国
会
図
書
館
資
料
提
供
部

利
用
者
サ
ー
ビ
ス
企
画
課
サ
ー
ビ
ス
運
営
係

�
〇
三

(

三
五
八
一)

二
三
三
一

内
線
二
六
一
四
〇

国
立
国
会
図
書
館
関
西
館
総
務
課
総
務
係

�
〇
七
七
四

(

九
八)

一
二
二
四

(

直
通)

国
際
子
ど
も
図
書
館
企
画
協
力
課
企
画
広
報
係

�
〇
三

(

三
八
二
七)

二
〇
五
三
内
線
二
〇
六



517号／2004④ 国立国会図書館月報― 41―

国際子ども図書館のページ
International Library of Children's Literature Page



昨今､ 情報は巷に溢れている｡ その媒体も多様であり､ 冊
子体の ｢図書｣ ｢逐次刊行物｣ は､ そのごく一部となった｡
図書館も従来の図書館資料に加えて､ 多様な媒体の資料を扱
わねば立ち行かない時代である｡ 具体的には､ 音楽ＣＤ､ レ
コード､ オーディオテープ､ DVD､ ビデオテープ､ CD-ROM､
フロッピーディスク､ マイクロフィルム､ マイクロフィッシュ
など｡ これらを図書館では ｢非図書資料｣ とよぶ｡
｢非図書資料｣ には､ 書誌データに資料の種類によって異

なる特徴と共通する特徴がある｡ 共通の特徴は､ その書誌データの冒頭に近い位置に
｢資料種別｣ を記録していること｡ さらに､ ｢形態｣ の項目にも資料の特性が現れる｡
なお､ 紙媒体の ｢図書｣ ｢逐次刊行物｣ では ｢資料種別｣ は記録しない｡ 具体例を示
そう｡
二つとも 『広辞苑 第５版』 の書誌データだが､ ｢資料種別｣ に注目すると､ 例１

は一般の図書､ 例２は ｢電子資料｣ だとわかる｡ 同内容異媒体の資料は､ ｢資料種別｣
により､ 容易に識別できる｡ また､ 例１は
2,988ページの冊子､ 例２は CD-ROM で
あることなど､ ｢形態｣ により資料の媒体
がより詳細にわかる｡
次にそれぞれの資料種別により異なる特
徴をみてみよう｡ 音楽ＣＤや映像資料
(DVD) では発売番号を､ 音楽ＣＤやレコー
ドではレーベル名 (商標名) を､ 重要な情
報として記録している｡ また､ 音楽ＣＤや
レコードでは､ 利用の面から考えると資料
全体のタイトルよりも､ どのような楽曲が
収録されているのかという情報のほうがは
るかに重要である｡ この特徴にしたがって
内容情報を他資料よりも詳細に記録してい
る｡ 電子出版物では､ どのようなデータや
プログラムが含まれているのか ｢電子的内
容｣ という項目に､ ｢地図データ｣､ ｢数値
データ｣､ ｢アプリケーション・プログラム｣
など ｢目録規則｣ で定められた用語を用い
て記録することで､ 資料内容の把握を容易
にしている｡ 例２ではその内容はテキスト
だとわかる｡ また､ 電子出版物では､ 再生
に必要なハードウェア､ ＯＳ､ ソフトウェ
ア､ 周辺装置などの要件 (環境) が重要で
あり､ これらの情報は丁寧に記録している｡
ここで紹介した資料以外にも､ 非図書資料には､ 静止画資料 (絵はがき､ 紙芝居､

絵画など)､ 地図資料などがある｡ ｢図書｣ ｢逐次刊行物｣ とともに図書館資料を構成
する ｢非図書資料｣ の情報的価値は増してきており､ 資料特性や同内容異媒体資料を
書誌データでわかりやすく示し ｢非図書資料｣ も含めた書誌標準化を行うことも書誌
調整の目標である｡ (関西館資料部収集整理課 土

ど

井
い

喜
よし

之
ゆき

)
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例１
タイトル：広辞苑

版 表 示：第５版

形 態：2988p ; 23cm

例2
資料種別：電子資料
タイトル：広辞苑
版表示：第５版
版表示：Windows 版
電子的内容：テキスト・データ
形態：CD-ROM1枚 ; 12cm
注記：箱入 (23cm)
注記：電子辞書
注記：Windows 98/95日本語版または

Windows 2000 Professional/
Windows NT4.0 Workstation
が動作するPC/AT互換機および
PC-9800シリーズのパーソナル
コンピュータ

注記：32MB以上のRAM
注記：110MB以上のハードディスク

空き容量
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発 行 所 国 立 国 会 図 書 館

編 集
塚 本 孝

責 任 者

〒 ���－���� 東京都千代田区永田町一丁目��番１号

電 話 ��(����) ����(代表)

ＦＡＸ ��(���	) �
�	

��
��� �����＠���������

平成�
年４月号 (№��	)

平成�
年４月��日発行 定価���円
(税込､送料別)

印 刷 所
有隣堂印刷株式会社

発 売 元

〒 ���－���� 東京都品川区南品川六丁目２番��号

電 話 ��(��	�) �	��(代表)

ＦＡＸ ��(��	�) �	��

��
��� �����
��＠���������������

本誌に掲載した論文等のうち意見にわたる部分は､ それぞれ筆者の個人的見解であることをお断
りいたします｡
本誌に掲載された記事を全文または長文にわたり抜すいして転載される場合には､ 事前に当館総
務部総務課に連絡してください｡

表紙 中性紙使用
本文 中性再生紙使用

国際子ども図書館
〒���－���	東京都台東区上野公園��－��

電話 ��(���	)����
ホームページ ���������������
��������

国際子ども図書館は､ 国立国会図書館の支部図書館とし

て内外の児童書とその関連資料に関する図書館サービス

を国際的な連携のもとに行います｡

館内利用サービス

利用できる人 誰でも利用できます (ただし資料室は��歳以上)｡

資料の利用 館内利用のみ｡ 館外への帯出はできません｡

サービス時間 ����～�	���

休館日 月曜日､ 国民の祝日・休日 (５月５日こどもの日は除く)､ 年末年始

(��月��日～１月４日)､ 資料整理休館日 (毎月第３水曜日)

休室日 休館日以外に次の日が休室となります｡

２階第１・２資料室：日曜日

３階本のミュージアム：展示会準備期間

支部東洋文庫
〒���－����東京都文京区本駒込２－��－��

電話 ��(����)����(代表)

東洋学の発展を目的とする専門図書館｡

アジア全般にわたる資料・研究書を所蔵しています｡



��������������	
�
� ����
�� 	�������

��� ��� ���������

��������

���������	�
�����
����������	��
��
����
��
�

������� ���������������������

�����������������������
�������	� �����������������

������������� ������� ���� !

����������"�������	�#�
���������$��������������

%�������&�� !!

'�����	�	�
(�������"��� �������)������
 �����
�&������

��*����+����
���(�#��������
������� !,

-���������������������).& !/

 ���	�#���������"	
���$�������� !/

�����������!!�����	� ���
�������������#������"�����

)������
0��������
�")������ !1

�������������#��
�����������

2�
����	�
�#������������������ ��)����3	������#�	������

4����� ����� ,5

＜ ���	�#������＞
 ���	�#��������� ���4�����%�������6�
���#�
�������

4������
����� ,7

'	

#�����������"���
�$��������89����������������	����

��%����8����(��
��
� ,:

2�����"�������

�#����3$����� �����������(��������

����	������������ ,;

 ������������������).&<26 �������������

�	�������������(�#�� ,;

-��������#
����"�����-����4���&������������

*�����<��� ,;

).&�	�"��������#�
,55� ,/

9�������#�����#��

��(��
��
� �5

).&���� �!

6	�
�#���������� ).& �!

4����
�����#��
������ �,

=���������).& �1

������������
&�����������
����>�&������	����"� �!

?���>����
��"�����##�����
@�;�

)�����"��8���<�����������
�8 �,

��������������	
�
�

�����

…………………………………

……………………………………………………………

…………………………
………………………………………
…………………………………

…………………………………

……… ………

……………………………………………………

……………………………………………

………………………………………………

………………………………………………

……………………………………………………………
……………………………………………

……………………………………
…………………………………………………………………

…………………………………………………
…………………………………………………

…………………………………………………………
……………

…………………………………

毎
月
一
回
二
〇
日
発
行

国
立
国
会
図
書
館
月
報

平
成
一
六
年
四
月
二
〇
日
発
行

(
)

四
月
号
通
巻
五
一
七
号


	表紙
	表紙裏
	稀本あれこれ
	国際シンポジウム「国際アンデルセン賞の軌跡」報告
	第33回 日本法令沿革索引審議会の開催
	韓国国会図書館との業務交流（第1回）
	館内スコープ
	常設展示のお知らせ
	「第11回 総合目録ネットワーク参加館フォーラム」報告
	（海外出張報告）北欧諸国におけるネットワーク系電子出版物納入に関する制度
	憲政資料室からのお知らせ
	お知らせ
	電子展示会「日本国憲法の誕生」の全面公開
	人文総合情報コレクションコーナー（仮称）開設のお知らせ
	NDL-OPAC提供データの追加およびサービスの停止について
	東京本館、関西館の臨時休館等について

	国立国会図書館の平成16年度予算について
	本屋にない本
	NDL news
	国立国会図書館の編集・刊行物
	月例報告
	遠客近客
	国際子ども図書館のページ
	What's 書誌調整？　第７回　新たな標的「非図書資料」
	奥付
	裏表紙



